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緒
言

　

唐
の
第
三
代
皇
帝
高
宗
の
勅
を
奉
じ
て
許
敬
宗
ら
が
編
纂
し
た
勅
撰
漢

詩
文
集
『
文
館
詞
林
』
一
千
巻
は
、『
旧
唐
書
経
籍
志
』
や
『
新
唐
書
藝

文
志
』
な
ど
に
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
唐
土
で
は
宋
代
に
は
失
わ
れ
、

日
本
に
の
み
伝
世
す
る
佚
存
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
邦
に
お
い
て
は
九

世
紀
末
の
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
文
館
詞
林
千
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
全
巻
の
舶
載
が
確
認
で
き
、
ま
た
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）

に
宮
中
の
校
書
殿
に
て
書
写
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
弘
仁
鈔
本
の
零
巻
零
葉
と

そ
の
模
写
・
転
写
本
が
各
所
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
阿
部
隆
一
と
尾
崎
康
の

編
纂
に
か
か
る
『
影
弘
仁
本 

文
館
詞
林
』（
古
典
研
究
会
、
一
九
六
九
）
は
、

現
存
す
る
弘
仁
鈔
本
と
そ
の
摸
写
本
や
摸
刻
・
翻
印
等
に
基
づ
い
て
『
文

館
詞
林
』
の
原
姿
の
復
元
的
研
究
を
試
み
た
も
の
で
、
巻
次
未
詳
の
断
簡

や
摸
写
本
を
含
め
て
三
十
巻
分
が
影
印
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ら
の

う
ち
に
は
首
尾
を
欠
い
た
断
簡
の
類
も
含
ま
れ
て
お
り
、
現
在
私
た
ち
が

読
む
こ
と
の
で
き
る
『
文
館
詞
林
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
単
純
に
巻
数
の
み

で
換
算
し
て
も
全
体
の
わ
ず
か
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
を
試
み
る
の
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
の
所
蔵
す
る

近
世
後
期
の
和
学
者
・
有
職
故
実
家
で
あ
っ
た
橋
本
経つ
ね

亮す
け

（
一
七
五
九
〜

一
八
〇
五
）
の
旧
蔵
資
料
「
香
果
遺
珍
」
中
よ
り
あ
ら
た
に
見
出
さ
れ
た

『
文
館
詞
林
』
弘
仁
鈔
本
の
摸
写
本
群
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
従
来
知
ら

 
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
解
題
と
影
印

一　

戸　
　

渉
・
矢
島　

明
希
子



─ 352 ─

れ
て
い
な
い
佚
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
す
で
に
一

戸
が
監
修
し
た
『
橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍
目
録
』（
慶
應
義
塾
大
学
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
）
に
著
録
し
、
同
書
解
題
に
お
い
て

概
要
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
一
戸
が
監
修
・
編
纂
し
た
展
示
会

図
録
『
蒐
め
ら
れ
た
古
―
江
戸
の
日
本
学
―
』（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
）
で
は
い
く
つ
か
の
図
版
を
掲
げ
、
解
説

を
加
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
摸
写
本
群
を
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
と
呼
称

し
、
そ
の
全
体
の
影
印
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
解
題
に
お
い
て
書
誌
的
事

項
を
中
心
に
記
述
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
摸
写
本
の
素
性
に
つ
い
て
現
時

点
ま
で
に
判
明
し
た
事
実
を
整
理
し
て
ゆ
く
。
上
記
の
旧
稿
と
重
複
す
る

部
分
も
あ
る
が
、
適
宜
補
訂
を
加
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
包
括
的
な

記
述
を
行
い
、
以
て
『
文
館
詞
林
』
研
究
の
基
盤
整
備
を
試
み
た
い
。
な

お
、
本
稿
は
後
掲
の
「『
文
館
詞
林
』
巻
三
四
八
・
巻
四
五
五
模
抄
断
簡

解
題
」
の
部
分
を
矢
島
が
執
筆
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
す
べ
て

一
戸
が
執
筆
・
編
集
し
た
。

《
解
題
》

　

香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
を
構
成
す
る
個
々
の
摸
写
本
に
つ
い
て
述

べ
る
前
に
、
ま
ず
は
香
果
遺
珍
の
旧
蔵
者
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
概
略
を

記
し
て
お
く）

1
（

。

　

旧
蔵
者
の
橋
本
経
亮
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
京
都
の
梅
宮
社
（
現

梅
宮
大
社
）
の
社
家
橋
本
家
の
支
流
で
、
朝
廷
の
雑
務
を
担
う
非
蔵
人
を

代
々
の
職
と
す
る
家
に
生
ま
れ
た
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
父
昆や
す
つ
ね経

の
死
没
に
よ
り
七
歳
で
家
督
を
継
い
で
朝
廷
へ
の
出
仕
を
開
始
し
、
ま
た

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
は
梅
宮
社
正
禰
宜
を
兼
ね
、
社
務
に
も
携
わ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
経
亮
は
近
世
社
会
に
お
い
て
は
ま
ず
も
っ

て
地
下
官
人
及
び
祀
官
と
い
う
身
分
に
あ
っ
た
が
、
他
方
で
彼
は
文
化
的

な
方
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

職
業
柄
、
朝
廷
の
故
実
に
関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
必
要
は
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
が
、
経
亮
は
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
江
戸
の
賀
茂
真
淵
や
、
大
坂
の
契

沖
、
京
都
の
荷
田
春
満
な
ど
に
よ
る
新
興
の
古
学
に
二
十
歳
前
後
か
ら
強

く
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
京
坂
へ
の
真
淵
学
伝
播
に
は
賀
茂
真

淵
の
高
弟
で
あ
っ
た
加
藤
宇
万
伎
（
一
七
二
一
〜
七
七
）
が
大
き
な
役
割
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を
果
た
し
た
が
、
経
亮
は
礪
波
今
道
、
内
池
益
謙
、
上
田
秋
成
と
い
っ
た

京
坂
に
お
い
て
宇
万
伎
か
ら
教
え
を
受
け
た
ひ
と
び
と
と
安
永
か
ら
天
明

年
間
に
か
け
て
親
し
く
接
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
伊
勢
の
稲
掛
茂
穂
（
後

の
本
居
大
平
）
を
は
じ
め
と
し
て
宣
長
門
と
も
し
ば
し
ば
書
物
の
貸
借
を

行
っ
て
い
る
。
経
亮
は
彼
ら
か
ら
の
影
響
の
も
と
、『
万
葉
集
』
を
は
じ

め
と
す
る
上
代
文
献
の
校
勘
や
古
代
風
歌
文
の
創
作
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
後
半
頃
に
は
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
〜

一
八
〇
九
）
の
門
弟
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
仏
光
寺
の
中
坊
久
遠
院
の
第
十
五
代
玄
熈
の
子
で
、
好
古
家
と

し
て
知
ら
れ
た
藤
貞
幹
（
一
七
三
二
〜
九
七
）
と
は
遅
く
と
も
天
明
三
年

頃
に
は
交
流
が
あ
り
、
寛
政
年
間
に
は
経
亮
は
貞
幹
と
と
も
に
畿
内
を
中

心
に
古
書
や
古
物
の
調
査
蒐
集
を
盛
ん
に
行
う
よ
う
に
な
る
。
貞
幹
は
天

明
八
年
一
月
よ
り
幕
府
儒
員
と
な
っ
て
い
た
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
〜
一

八
〇
七
）
と
も
親
し
く
、
ま
た
立
原
翠
軒
（
一
七
四
四
〜
一
八
二
三
）
や

小
宮
山
楓
軒
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
〇
）
と
い
っ
た
水
戸
藩
士
と
も
種
々

接
点
が
あ
っ
た
が
、
経
亮
は
貞
幹
を
介
し
て
彼
ら
幕
府
や
諸
大
名
の
関
係

者
の
要
請
に
応
じ
て
、
書
物
や
資
史
料
の
調
査
蒐
集
に
さ
ま
ざ
ま
に
協
力

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

慶
應
義
塾
図
書
館
の
所
蔵
す
る
「
香
果
遺
珍
」
は
、
こ
う
し
た
諸
活
動

を
行
っ
て
い
た
経
亮
が
蒐
集
・
書
写
し
た
典
籍
・
書
画
・
文
書
・
器
物
（
摸

写
・
模
造
を
含
む
）
な
ど
の
旧
蔵
資
料
約
一
二
〇
〇
点
か
ら
成
る
。
こ
れ

ら
が
義
塾
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
六
月
十
日
に
四
十
七
歳
で
没
し
た
経
亮
の
遺
品

は
、
そ
の
二
ヶ
月
後
の
八
月
二
十
七
日
に
若
狭
生
ま
れ
の
和
学
者
丘
岬
俊

平
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
、
十
一
月
六
日
付
で
俊
平
か
ら
丹
後
国
久
美
浜

の
豪
商
稲
葉
市
郎
右
衛
門
英
好
へ
と
売
却
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
稲
葉
家

へ
の
売
却
以
前
に
丘
崎
俊
平
が
他
所
へ
一
部
を
売
却
し
た
形
跡
が
あ
り
、

ま
た
経
亮
は
す
で
に
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
八
月
に
蔵
書
を
ま
と
め
て

京
の
書
肆
佐
々
木
竹
苞
楼
へ
と
売
却
し
て
も
い
る）

2
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
稲
葉

家
で
は
以
後
そ
れ
ら
の
経
亮
旧
蔵
品
を
長
き
に
わ
た
っ
て
保
存
・
管
理
し
、

『
香
果
遺
珍
目
録
』
と
題
し
た
目
録
の
編
纂
ま
で
行
っ
て
い
る
。
経
亮
の

旧
蔵
品
に
「
香
果
遺
珍
」
と
い
う
呼
称
を
与
え
た
の
も
恐
ら
く
稲
葉
家
に

お
い
て
で
あ
る
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
香
果
遺
珍
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
転
機
が
訪

れ
る
。
こ
の
年
に
稲
葉
家
は
京
都
帝
国
大
学
に
香
果
遺
珍
の
大
部
分
を
寄

託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
は
不
明
な
部
分
が
残
る
が
、
羽
倉

敬
尚
に
よ
れ
ば
内
藤
湖
南
ら
の
依
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る）

3
（

。

こ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
た
か
は
未
詳
で
、
こ
れ
ま
で
の
と
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こ
ろ
大
正
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
史
の
研
究
』
に
「
最

近
に
は
、
橘
経
亮
の
遺
書
類
が
出
た
と
聞
い
て
、
直
ち
に
京
都
に
赴
き
、

新
村
博
士
の
厚
意
に
よ
っ
て
之
を
見
る
を
得
」
云
々
と
あ
っ
て
、
当
時
京

都
帝
大
図
書
館
長
で
あ
っ
た
新
村
出
を
通
じ
て
佐
佐
木
信
綱
が
調
査
を
実

施
し
た
事
実
が
確
認
で
き
た
に
留
ま
る
。

　

さ
て
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
頃
に
稲
葉
家
は
京
都
帝
大
へ
と
寄
託
し

て
い
た
分
の
売
却
を
決
め
、
そ
の
大
部
分
は
三
井
合
名
会
社
理
事
の
大
島

雅
太
郎
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
八
）
が
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
島

の
も
と
で
も
佐
佐
木
信
綱
や
川
瀬
一
馬
と
い
っ
た
研
究
者
が
部
分
的
な
調

査
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
全
体
像
が
広
く
紹
介
さ
れ

る
機
会
は
な
く
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
、
大
島
は
自
身
の

所
蔵
す
る
香
果
遺
珍
の
大
部
分
を
慶
應
義
塾
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
る
。

翌
年
六
月
に
大
島
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
寄
贈
を
受
け
た
義
塾
図
書

館
側
で
も
典
籍
以
外
の
多
様
な
形
態
の
も
の
が
含
ま
れ
る
た
め
本
格
的
な

整
理
が
行
わ
れ
る
機
会
も
な
く
、
香
果
遺
珍
は
長
ら
く
そ
の
存
在
自
体
が

ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
な
い
ま
ま
に
あ
っ
た
が
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

三
月
、
前
述
し
た
目
録
『
橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍
目
録
』
が
完
成
し
、

広
く
研
究
に
利
用
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

さ
て
、
本
稿
が
紹
介
し
よ
う
と
す
る
『
文
館
詞
林
』
の
新
出
摸
写
本
群

は
、
義
塾
図
書
館
が
現
蔵
す
る
こ
の
香
果
遺
珍
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
は
各
々
に
つ
い
て
巻
次
の
若
い
順
に
基
礎
的
な
書
誌
情
報
を

整
理
し
て
掲
げ
て
ゆ
く
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
一
五
八
詩
十
八

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
一
葉
（
二
張
を
横
に
貼
継
）。
縦
二
七
・
六
×
横

幅
六
一
・
四
糎
（
第
一
張
横
幅
三
七
・
七
糎
、
第
二
張
横
幅
二
三
・
七
糎
）。

字
高
二
〇
・
〇
糎
内
外
。
楮
紙
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
三

七
。
巻
一
五
八
の
巻
首
よ
り
目
録
に
か
け
て
の
二
十
二
行
分
を
存
す
る
。

高
野
山
正
智
院
現
蔵
の
巻
子
装
の
弘
仁
鈔
本
巻
一
五
八
は
こ
の
二
十
二
行

分
を
欠
く
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
弘
仁
鈔
本
の
一
張
分
に
あ
た
る
と
見
て

よ
い
。
当
該
二
十
二
行
は
こ
れ
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
所
蔵
柴
野
栗
山
旧
蔵
摸
写
本
（
九
十
二
‐
ﾄ
七
一
‐
一
・
以
下
、
栗
山

本
）
の
双
鉤
摸
写
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
ち
ら
と
比

較
し
て
も
こ
の
香
果
遺
珍
本
は
内
題
に
続
く
撰
者
署
名
が
省
略
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
字
体
も
弘
仁
鈔
本
に
忠
実
な
も
の
と
は
見
做
し
が
た
く
、
卒
爾

に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
写
者
未
詳
な
が
ら
後
掲
の
巻
四
五

五
及
び
巻
六
六
二
乙
本
と
筆
跡
が
一
致
す
る
。
な
お
、
栗
山
本
と
の
本
文
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の
異
同
は
上
記
し
た
省
略
以
外
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
紙
右
端
の
破
損

を
示
す
墨
線
の
位
置
が
栗
山
本
と
香
果
遺
珍
本
と
で
共
通
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
者
は
同
一
の
断
簡
か
ら
作
成
さ
れ
た
摸
写
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
三
四
八

　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
五
月
写
。
全
二
葉
（
袋
附
帯
）。
第
一
葉
、

縦
二
七
×
五
×
横
幅
二
〇
・
四
糎
、
第
二
葉
、
縦
二
七
・
三
×
横
幅
一
一
・

五
糎
。
字
高
一
九
・
八
糎
内
外
。
薄
手
楮
打
紙
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一

六
〇
＠
九
四
八
。
附
帯
す
る
袋
に
橋
本
経
亮
の
筆
跡
で
「
摂
州
八
田
郡
須

磨
大
手
勝
福
寺
／
寛
政
十
二
年
庚
申
五
月
依　

台
命
於
関
東
摸
写
之
時
書

損
／
文
館
詞
林　

二
枚
」
と
の
識
語
あ
り
。
な
お
袋
に
見
え
る
朱
筆
「
雑

三
号
」
は
香
果
遺
珍
の
旧
蔵
者
で
あ
る
稲
葉
家
に
お
い
て
整
理
の
た
め
に

付
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
は
二
葉
と
な
っ
て
い
る
が
本
文
は
連
続
し
て

い
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
経
亮
が
関
与
し
て
作
成
さ
れ
た
弘

仁
鈔
本
巻
三
四
八
の
摸
写
本
の
断
簡
で
、
馬
融
「
上
林
頌
」
末
尾
七
行
と

馬
融
「
広
成
頌
」
冒
頭
六
行
の
本
文
と
推
定
さ
れ
る
。
弘
仁
鈔
本
巻
三
四

八
は
現
在
失
わ
れ
て
お
り
、
今
回
出
現
し
た
摸
写
断
簡
の
本
文
は
ど
れ
も

従
来
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
佚
文
で
、
と
り
わ
け
「
上
林
頌
」

に
関
し
て
は
僅
か
七
行
八
十
九
字
と
は
い
え
後
漢
時
代
の
新
出
の
詩
文
と

し
て
大
い
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
掲
の
矢
島

解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
書
体
な
ど
も
含
め
て
弘
仁
鈔
本
に
忠
実
な
摸

写
本
と
見
て
よ
い
。
識
語
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
四
五
五
碑
三
五

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
一
葉
（
三
張
を
横
に
貼
継
）。
縦
二
七
・
六
×
横

幅
六
一
・
四
糎
（
第
一
張
横
幅
四
・
九
糎
、
第
二
張
横
幅
一
六
・
一
、
第

三
張
横
幅
四
〇
・
四
糎
）。
字
高
二
〇
・
四
糎
内
外
。
楮
紙
。
請
求
記
号

一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
三
八
。「
此
分
所
在
不
明
分
」
と
墨
書
あ
る
包

紙
が
付
帯
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
紙
質
等
か
ら
大
正
か
ら
昭
和
初
期
頃
に

付
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
巻
四
五
五
の
巻
首
・
目
録
・「
冠
軍
大

将
軍
安
興
貴
碑
銘
一
首
幷
序
岑
文
本
」
冒
頭
十
行
分
ま
で
の
全
二
十
二
行

を
存
し
、
弘
仁
鈔
本
の
一
張
分
を
摸
写
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。「
冠
軍

大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
一
首
幷
序
岑
文
本
」
百
二
十
字
は
学
界
未
知
の
佚
文

で
、
ま
た
巻
四
五
五
の
目
録
も
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
』、
佐
々
木
春
行

『
古
書
鑑
定
書
目
』
に
断
片
的
な
言
及
が
あ
る
の
み
で
従
来
全
容
が
不
明

な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
香
果
遺
珍
本
の
巻
四
五
五
の
二
十
二

行
も
ま
た
先
の
巻
三
四
八
の
十
四
行
と
同
様
に
新
た
に
出
現
し
た
弘
仁
鈔

本
『
文
館
詞
林
』
の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ

る
弘
仁
鈔
本
同
巻
断
簡
と
の
関
係
も
含
め
、
こ
ち
ら
も
詳
細
は
後
掲
の
矢

島
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
一
見
し
て
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
先
述
の
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巻
一
五
八
と
筆
跡
が
同
一
で
、
原
本
の
趣
を
窺
う
こ
と
の
難
し
い
筆
写
本

で
あ
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
後
掲
の
巻
六
六
二
乙
本
と
も
同
筆
で

あ
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
楮
紙
の
風
合
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
人
物
に
よ
り
巻
一
五
八
及
び
巻
六
六
二
乙
本
と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た

摸
写
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
五
〇
七

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
二
葉
。
第
一
葉
、
縦
二
六
・
二
×
横
幅
三
七
・

五
糎
、
第
二
葉
縦
二
五
・
八
×
横
幅
三
七
・
〇
糎
。
字
高
二
〇
・
一
糎
内

外
。
斐
紙
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
三
九
。
弘
仁
鈔
本
巻
五

〇
七
は
や
は
り
原
本
が
失
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
先
述
し
た
栗
山
本
に
存
す
る

巻
末
の
二
十
七
行
分
及
び
尾
題
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
香
果
遺

珍
本
は
栗
山
本
と
同
一
の
本
文
に
加
え
て
、
栗
山
本
の
欠
く
奥
書
「
校
書

殿
寫
弘
仁
十
四
年
歳
／
次
癸
卯
二
月
為
冷
然
院
書
」
を
存
す
る
点
が
注
意

さ
れ
る
。
奥
書
の
文
言
自
体
は
他
巻
の
も
の
と
同
一
な
が
ら
、
香
果
遺
珍

本
の
出
現
に
よ
り
、
当
該
巻
に
は
本
来
奥
書
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
栗

山
本
が
作
成
さ
れ
た
時
点
ま
で
に
そ
の
部
分
が
何
者
か
に
よ
っ
て
切
断
さ

れ
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
第
一
葉
と
第
二
葉
は
文
章
は
連
続
し
て

い
る
も
の
の
筆
跡
が
明
ら
か
に
異
な
り
、
別
の
人
物
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
字
体
等
か
ら
判
断
し
て
弘
仁
鈔
本
に
あ
る
程
度
ま
で

忠
実
な
摸
写
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
六
六
二
詔
三
二

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
五
葉
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
四
〇
。

弘
仁
鈔
本
巻
六
六
二
巻
首
よ
り
「
後
周
武
帝
伐
北
齊
詔
二
首
」
第
三
〇
行

ま
で
を
、
斐
紙
と
薄
手
の
楮
紙
と
を
不
統
一
に
貼
り
接
い
だ
巻
紙
五
葉
に

摸
写
し
た
も
の
。
第
一
葉
、
第
二
葉
、
第
三
葉
は
各
々
筆
跡
が
異
な
り
、

第
四
葉
と
第
五
葉
は
同
筆
、
す
な
わ
ち
全
体
で
四
種
の
筆
跡
が
確
認
さ
れ

る
。
各
葉
で
本
文
に
部
分
的
な
重
複
が
あ
る
こ
と
、
本
文
の
傍
書
訂
正
及

び
各
葉
冒
頭
の
上
端
に
貼
ら
れ
た
紙
片
の
漢
数
字
は
橋
本
経
亮
の
筆
跡
と

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
亮
が
四
名
の
傭
書
に
弘
仁
鈔
本
を
摸
写
さ
せ
、

そ
れ
に
経
亮
自
ら
が
訂
正
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
仁
鈔
本
巻

六
六
二
も
原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
上
述
し
た
摸
写
本
で
あ
る
栗
山
本
及

び
佚
存
叢
書
の
翻
刻
に
よ
っ
て
の
み
こ
れ
ま
で
そ
の
本
文
を
読
む
こ
と
が

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
香
果
遺
珍
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
自
体

は
既
知
の
も
の
だ
が
、
栗
山
本
が
欠
き
、
佚
存
叢
書
の
翻
刻
に
よ
っ
て
の

み
知
ら
れ
て
い
た
「
後
周
武
帝
伐
北
齊
詔
二
首
」
第
六
行
か
ら
第
三
十
行

に
至
る
本
文
が
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
則
天
文
字
も
そ
の
ま
ま
に
摸
写
さ

れ
て
お
り
、
弘
仁
鈔
本
の
面
影
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
点
に
価
値
を
有
す

る
。
栗
山
本
が
欠
く
二
十
四
行
分
は
弘
仁
鈔
本
の
一
張
分
に
対
応
す
る
と
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思
わ
れ
る
か
ら
、
先
述
の
香
果
遺
珍
本
巻
五
〇
七
が
奥
書
部
分
を
具
備
し

て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
や
は
り
香
果
遺
珍
本
は
栗
山
本
以
前
に

作
成
さ
れ
た
弘
仁
鈔
本
の
摸
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
仮
に
巻
六
六

二
甲
本
と
呼
ぶ
。
各
葉
で
寸
法
や
料
紙
な
ど
が
区
々
で
あ
る
た
め
、
以
下
、

各
葉
の
書
誌
情
報
を
個
別
に
記
述
す
る
。

　

第
一
葉
、
縦
二
六
・
一
×
横
幅
二
五
四
・
八
糎
（
七
張
を
横
に
貼
継
、

第
一
張
横
幅
三
七
・
四
糎
、
第
二
張
横
幅
三
六
・
五
糎
、
第
三
張
横
幅
三

六
・
三
糎
、
第
四
張
横
幅
三
六
・
四
糎
、
第
五
張
横
幅
三
六
・
二
糎
、
第

六
張
横
幅
三
六
・
三
糎
、
第
七
張
横
幅
三
五
・
七
糎
）。
斐
紙
。
字
高
一

九
・
九
内
外
。
冒
頭
に
「
壹
」
と
墨
書
あ
る
貼
紙
あ
り
。
各
張
左
下
端
に

順
序
を
示
す
漢
数
字
あ
り
。

　

第
二
葉
、
縦
二
七
・
八
×
横
幅
四
三
九
・
六
糎
（
十
一
張
を
横
に
貼
継
、

第
一
張
横
幅
四
〇
・
三
糎
、
第
二
張
横
幅
三
九
・
九
糎
、
第
三
張
横
幅
三

九
・
八
糎
、
第
四
張
横
幅
三
九
・
九
糎
、
第
五
張
横
幅
三
九
・
九
糎
、
第

六
張
横
幅
四
〇
・
〇
糎
、
第
七
張
横
幅
三
九
・
九
糎
、
第
八
張
横
幅
四
〇
・

一
糎
、
第
九
張
横
幅
四
〇
・
一
糎
、
第
十
張
横
幅
三
九
・
九
糎
、
第
十
一

張
横
幅
三
九
・
八
糎
）。
薄
手
楮
紙
。
字
高
二
〇
・
〇
糎
内
外
。
冒
頭
に

「
弐
」
と
墨
書
あ
る
貼
紙
あ
り
。

　

第
三
葉
、
縦
二
一
・
七
（
第
八
・
九
張
の
み
二
五
・
七
）
×
横
幅
二
六

五
・
六
糎
（
九
張
を
横
に
貼
継
、
第
一
張
横
幅
五
一
・
六
糎
、
第
二
張
横

幅
二
八
・
九
糎
、
第
三
張
横
幅
二
九
・
一
糎
、
第
四
張
横
幅
二
八
・
四
糎
、

第
五
張
横
幅
二
九
・
四
糎
、
第
六
張
横
幅
二
八
・
八
糎
、
第
七
張
横
幅
二

九
・
二
糎
、
第
八
張
横
幅
一
六
・
〇
糎
、
第
九
張
横
幅
二
四
・
二
糎
）。

第
八
張
の
み
薄
手
楮
紙
を
用
い
、
そ
の
他
は
斐
紙
。
字
高
二
〇
・
一
内
外
。

冒
頭
に
「
参
」
と
墨
書
あ
る
貼
紙
あ
り
。

　

第
四
葉
、
縦
二
五
・
八
×
横
幅
三
八
九
・
七
糎
（
十
一
張
を
横
に
貼
継
、

第
一
張
横
幅
三
七
・
一
糎
、
第
二
張
横
幅
三
五
・
三
糎
、
第
三
張
横
幅
三

五
・
三
糎
、
第
四
張
横
幅
三
四
・
八
糎
、
第
五
張
横
幅
三
五
・
五
糎
、
第

六
張
横
幅
三
五
・
九
糎
、
第
七
張
横
幅
三
二
・
八
糎
、
第
八
張
横
幅
三
六
・

〇
糎
、
第
九
張
横
幅
三
六
・
〇
糎
、
第
十
張
横
幅
三
五
・
〇
糎
、
第
十
一

張
横
幅
三
六
・
〇
糎
）。
斐
紙
。
字
高
一
九
・
七
糎
内
外
。
冒
頭
に
「
四
」

と
墨
書
あ
る
貼
紙
あ
り
。

　

第
五
葉
、
縦
二
五
・
四
×
横
幅
二
一
四
・
四
糎
（
六
張
を
横
に
貼
継
、

第
一
張
横
幅
三
六
・
六
糎
、
第
二
張
横
幅
三
五
・
六
糎
、
第
三
張
横
幅
三

五
・
四
糎
、
第
四
張
横
幅
三
四
・
七
糎
、
第
五
張
横
幅
三
五
・
五
糎
、
第

六
張
横
幅
三
六
・
六
糎
）。
斐
紙
。
字
高
一
九
・
七
糎
内
外
。
冒
頭
に
「
伍

／
尾
」
と
墨
書
あ
る
貼
紙
あ
り
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
六
六
二
詔
三
二
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〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
一
葉
（
二
張
を
横
に
貼
継
）。
縦
二
七
・
六
×
横

幅
六
一
・
四
糎
（
第
一
張
横
幅
三
九
・
六
糎
、
第
二
張
横
幅
二
一
・
八
糎
）。

字
高
一
九
・
九
糎
内
外
。
薄
手
楮
紙
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九

四
一
。
弘
仁
鈔
本
巻
六
六
二
の
巻
首
か
ら
目
録
部
分
ま
で
の
摸
写
で
二
十

二
行
分
を
存
す
る
。
こ
れ
も
弘
仁
鈔
本
の
一
張
分
で
あ
ろ
う
。
筆
跡
は
香

果
遺
珍
本
の
巻
一
五
八
及
び
巻
四
五
五
と
同
一
と
見
て
よ
い
。
仮
に
巻
六

六
二
乙
本
と
呼
称
す
る
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
六
六
二
詔
三
二

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
一
葉
（
二
張
を
横
に
貼
継
）。
縦
二
七
・
三
×
横

幅
七
九
・
八
糎
（
第
一
張
横
幅
四
〇
・
二
糎
、
第
二
張
横
幅
三
十
九
・
六

糎
）。
字
高
二
〇
・
一
糎
内
外
。
料
紙
は
薄
手
の
楮
紙
だ
が
他
の
香
果
遺

珍
本
の
も
の
に
比
し
て
や
や
目
の
粗
い
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
請
求

記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
四
二
。
端
裏
に
「
此
ま
き
重
複
か
」
と
墨

書
あ
り
。
上
記
の
巻
六
六
二
乙
本
と
同
じ
く
弘
仁
鈔
本
巻
六
六
二
の
巻
首

か
ら
目
録
部
分
ま
で
の
二
十
二
行
分
の
摸
写
だ
が
、
か
な
り
倉
卒
に
筆
写

さ
れ
た
も
の
で
、
筆
画
も
粗
雑
さ
が
目
立
つ
。
他
の
香
果
遺
珍
本
に
同
筆

と
思
し
き
も
の
は
な
い
。
仮
に
巻
六
六
二
丙
本
と
呼
称
す
る
。

〇
『
文
館
詞
林
』
存
巻
第
六
九
五
令
下

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
一
葉
（
二
張
を
横
に
貼
継
）。
縦
二
三
・
九
×
横

幅
五
一
・
九
糎
（
第
一
張
横
幅
三
三
・
八
糎
、
第
二
張
横
幅
十
八
・
一
糎
）。

字
高
二
二
・
九
糎
内
外
。
薄
手
楮
紙
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九

四
三
。
巻
六
九
五
巻
首
よ
り
目
録
に
至
る
三
十
六
行
を
存
す
る
。
率
爾
に

書
き
写
し
た
も
の
と
見
え
て
極
め
て
筆
が
粗
く
、
香
果
遺
珍
本
中
に
同
筆

の
も
の
は
な
い
。
末
尾
に
識
語
「
大
手
ノ
勝
福
寺
所
蔵
ノ
巻
ノ
内
」
と
あ

る
が
、
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」（
前
掲
『
影
弘
仁
本 

文
館
詞
林
』
所

収
）
が
述
べ
る
よ
う
に
本
来
弘
仁
鈔
本
巻
六
九
五
は
高
野
山
如
意
輪
寺
に

伝
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
こ
の
時
期
に
勝
福
寺
に
移
さ
れ
、
嘉
永
年
間

ま
で
に
は
如
意
輪
寺
に
戻
さ
れ
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
当
該
注
記
か
ら
、

こ
の
一
葉
が
勝
福
寺
に
移
さ
れ
て
い
た
期
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
こ
の
識
語
は
示
し
て
い
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
香
果
遺
珍
本
巻
六

九
五
の
本
文
自
体
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
摸
写
と
し

て
の
資
料
的
価
値
は
さ
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。

〇
『〔
法
華
三
宗
相
対
鈔
〕』

　
〔
江
戸
後
期
〕
写
。
全
二
葉
。
請
求
記
号
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
四
四
。

以
下
、
各
葉
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
第
一
葉
、
縦
二
八
・
〇
×
横
幅
三
四
・

四
糎
、
字
高
二
四
・
七
糎
内
外
、
楮
紙
、
存
三
行
。
第
二
葉
、
縦
二
六
・

〇
×
横
幅
三
七
・
三
糎
、
字
高
二
四
・
二
糎
内
外
、
斐
紙
、
存
六
行
。
第

一
葉
左
端
上
部
に
「
文
館
詞
林
裏
」
と
橋
本
経
亮
の
筆
跡
で
墨
書
あ
り
。
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二
葉
と
も
に
「
三
宗
要
録
第
六
」
と
の
尾
題
が
見
え
、
そ
の
本
文
は
叡
山

文
庫
蔵
『
法
華
三
宗
相
対
鈔
』
巻
六
末
尾
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
弘
仁

鈔
本
『
文
館
詞
林
』
の
紙
背
に
筆
写
さ
れ
た
千
観
撰
の
同
書
を
摸
写
し
た

も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
巻
六
の
末
尾
部
分
だ
が
、
第
二
葉
に
の

み
「
一
校
了
」
と
の
識
語
が
見
え
る
。
書
写
態
度
は
ご
く
謹
直
で
、
原
本

に
忠
実
な
摸
写
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
香
果
遺
珍
本
中
で
同
筆
の
も
の
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
、
問
題
は
こ
れ
ら
の
本
文
が
弘
仁
鈔
本
の
ど
の

部
分
の
紙
背
で
あ
っ
た
か
だ
が
、
上
記
し
て
き
た
香
果
遺
珍
本
の
い
ず
れ

か
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
後
掲
の
矢
島
解
題
に
も
論
及
が
あ

る
が
、
阿
部
隆
一
及
び
尾
崎
康
は
尾
崎
雅
嘉
『
文
書
一
覧
』
別
録
の
記
載

な
ど
よ
り
、
弘
仁
鈔
本
の
紙
背
を
用
い
て
筆
写
さ
れ
た
『
法
華
三
宗
相
対

鈔
』
巻
六
の
巻
尾
は
『
文
館
詞
林
』
巻
一
五
八
巻
首
の
一
張
分
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
り）

4
（

、
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
香
果
遺
珍
本
に
巻

一
五
八
巻
首
の
摸
写
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
正
し
く
符
合
す
る
。

　

以
上
が
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
の
書
誌
的
概
要
と
な
る
。
こ
の
う

ち
、
巻
三
四
八
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
四
八
）
を
除
く
全
て
の
巻
と

『〔
法
華
三
宗
相
対
鈔
〕』
の
摸
写
断
簡
は
も
と
も
と
一
つ
の
袋
に
収
納
さ

れ
て
い
た
。
当
該
袋
は
現
状
で
は
整
理
の
都
合
上
、
巻
一
五
八
と
一
括
し

て
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
三
七
と
の
請
求
記
号
を
付
し
て
管
理
し
て
い

る
。
影
印
篇
に
「
附
帯
袋
」
と
し
て
袋
の
参
考
図
版
も
掲
げ
て
い
る
が
、

表
面
に
朱
書
「
雑
壱
号
」、
墨
書
「
文
館
詞
林　

詔
卅
二
／
幷
裏
」、
ま
た

印
記
「
蒼
龍
館
置
」
が
あ
り
、
裏
面
に
墨
書
「
香
果
遺
珍
／
稲
葉
蔵
」
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
香
果
遺
珍
の
旧
蔵
者
で
あ
る
稲
葉
家
に
お
い
て
付
さ
れ

た
印
及
び
文
字
で
あ
る
か
ら
、
袋
自
体
も
稲
葉
家
に
お
い
て
調
え
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
こ
の
香
果
遺
珍
本
の
資
料
的
性
質
を
明
確
に
す
べ
く
、
旧
蔵
者

で
あ
る
橋
本
経
亮
と
『
文
館
詞
林
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
は
『
文
館
詞
林
』
と
い
う
佚
存
書
が
本
邦
の
知

識
人
社
会
に
お
い
て
ひ
ろ
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
転
機
に
あ
た
る
。

こ
の
年
の
春
夏
の
交
、
江
戸
の
書
籍
商
青
裳
堂
の
当
主
で
、
後
に
津
軽
藩

の
御
用
商
人
狩
谷
氏
の
婿
養
子
と
な
り
狩
谷
棭
斎
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
高
橋
真
末
は
、
上
京
中
に
弘
仁
鈔
本
『
文
館
詞
林
』
巻
六
八
八
零

巻
を
見
出
し
、
そ
れ
を
購
求
し
て
江
戸
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
同
年

二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
京
の
好
古
家
・
有
職
家
で
あ
る
藤
貞
幹
が
弘

仁
鈔
本
『
文
館
詞
林
』
に
関
す
る
情
報
を
江
戸
や
水
戸
の
人
々
へ
と
た
び

た
び
書
信
で
伝
え
て
い
る
。
棭
斎
旧
蔵
の
巻
六
八
八
零
巻
は
屋
代
弘
賢
、

柏
木
探
古
等
の
手
を
経
て
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
蔵
に
帰
し
て
い
る
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こ
と
な
ど
既
に
知
ら
れ
て
い
よ
う
が
、
同
時
期
の
藤
貞
幹
の
動
向
に
つ
い

て
は
従
来
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
既
述
の
通
り

貞
幹
は
経
亮
と
と
も
に
種
々
の
調
査
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
香
果
遺
珍
本

『
文
館
詞
林
』
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
こ
の
時
期
の
貞
幹
の
動
き
を
資

料
に
即
し
て
追
い
か
け
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

貞
幹
が
幕
府
儒
員
で
知
友
で
も
あ
っ
た
江
戸
の
柴
野
栗
山
に
宛
て
た
書

状
を
抄
出
し
た
『
蒙
斎
手
簡
』
と
い
う
資
料
が
あ
る）

5
（

。
そ
の
寛
政
九
年
二

月
五
日
条
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

　

許
敬
宗
撰
ト
ア
リ
、
藝
文
志
文
史
類
、
許
敬
宗
劉
伯
荘
等
撰
一
千
巻

ノ
様
ニ
相
見
へ
申
候
、
被
仰
下
候
ハ
文
人
傳
一
百
巻
と
被
存
候
、

　

右
原
書
摂
州
一
仏
刹
（
上
三
字
傍
記
「
須
磨
正（
マ
マ
）福

寺
」）
ニ
伝
来
、

珎
物
と
も
存
不
申
体
ニ
御
座
候
、
何
と
そ
写
し
取
候
様
に
仕
度
候
、

六
百
九
十
五
一
巻
全
く
存
し
、
三
百
卌
八
ノ
巻
ハ
奥
少
々
斗
存
し
申

候
、
印
章
を
以
考
申
候
ヘ
ハ
校
書
殿
に
て
写
し
、
冷
泉
院
へ
所
蔵
後
、

嵯
峨
へ
被
移
候
事
と
被
存
候
、
冷
泉
院
印
嵯
峨
院
印
何
レ
モ
写
し
行

届
不
申
、
残
念
之
事
二
御
座
候
、

ま
た
同
書
の
同
年
五
月
二
日
条
に
は
、「
文
館
詞
林
六
百
九
十
二
古
本
出
申
候
、

其
書
甚
見
事
ニ
御
座
候
」
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
幹
は
二
月
五
日
の

時
点
で
勝
福
寺
に
あ
っ
た
弘
仁
鈔
本
巻
六
九
五
と
巻
三
四
八
の
「
奥
少
々
」

の
存
在
を
、
ま
た
五
月
二
日
に
は
巻
「
六
百
九
十
二
」
の
「
古
本
」
出
現

の
ニ
ュ
ー
ス
を
栗
山
に
伝
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
後
者
の
「
六

百
九
十
二
」
は
恐
ら
く
巻
六
六
二
の
間
違
い
で
、
元
の
貞
幹
書
状
の
時
点

で
の
誤
り
か
、
あ
る
い
は
伝
写
の
過
程
で
生
じ
た
誤
記
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
先
述
し
た
通
り
巻
六
六
二
は
現
在
原
本
が
失
わ
れ
て
お
り
、
栗
山

本
と
本
稿
が
紹
介
す
る
香
果
遺
珍
本
の
二
種
の
摸
写
本
が
存
在
す
る
の
み

で
あ
る
（
当
該
巻
の
伝
来
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
水
戸
藩
士
で
あ
る
立
原
翠
軒
宛
の
諸
家
の
書
状
を
抄

出
し
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
諸
家
手
簡
』
所
収
の
寛
政
九
年
五
月
十
一
日
付

翠
軒
宛
寺
井
菊
居
書
状
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

一
、
藤
先
生
よ
り
内
々
申
示
候
筈
文
館
詞
林
壱
巻
半
斗
取
出
候
也
、

此
節
専
取
斗
罷
在
候
手
文
不
申
候
は
ゝ
写
取
之
積
ニ
御
座
候
、
弘
仁

十
四
年
仙
洞
之
御
本
に
写
申
候
書
ニ
而
冷
然
嵯
峨
両
院
之
御
印
も
此

書
ニ
而
始
て
相
知
申
候
、
尤
甚
能
書
之
手
跡
見
事
成
本
ニ
御
座
候
、

近
年
取
出
候
品
の
内
大
奇
書
ニ
御
座
候
、
先
々
御
内
々
御
聞
置
被
遊

候
べ
く
候

差
出
人
は
『
奇
石
会
品
目
』（
神
戸
大
学
図
書
館
蔵
）
の
著
作
も
あ
る
京

都
の
好
古
家
寺
井
次
吉
郎
こ
と
源
光
忠
（
号
菊
居
）
の
こ
と
で
、
以
文
会

会
員
と
し
て
の
活
動
も
確
認
で
き
る）

6
（

。
当
該
書
状
に
見
え
る
「
藤
先
生
」



─ 361 ─

は
藤
貞
幹
の
こ
と
で
、
菊
居
は
ど
う
や
ら
こ
の
時
期
に
貞
幹
の
門
弟
の
よ

う
な
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
当
該
書
状
に
お
い
て
菊
居
は
「
壱

巻
半
斗
」
の
弘
仁
鈔
本
の
存
在
を
内
々
に
翠
軒
側
に
伝
え
、
同
書
は
手
蹟

も
見
事
な
「
大
奇
書
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、「
藤
先
生
よ
り
内
々

申
示
候
筈
」
と
あ
る
通
り
、
こ
れ
以
前
に
弘
仁
鈔
本
に
関
す
る
情
報
は
貞

幹
か
ら
翠
軒
へ
と
提
供
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
藤
貞
幹
が
六
十
六
歳
で
没
し
た
の
は
寛
政
九
年
八
月
十
九
日
の

こ
と
。
弘
仁
鈔
本
数
巻
の
存
在
を
栗
山
や
翠
軒
ら
に
伝
え
て
か
ら
間
も
な

い
時
期
で
あ
る
。
佐
々
木
竹
苞
楼
所
蔵
の
貞
幹
自
筆
『
秘
蔵
書
目
』
に
「
文

館
詞
林
跋
尾
」
と
あ
り
、
ま
た
貞
幹
の
遺
品
目
録
で
あ
る
『
無
仏
斎
遺
伝

書
領
目
六
』
に
「
文
館
詞
林
摹
本 

一
卷
」
と
あ
る
の
は）

7
（

、
前
者
は
摸
写

か
原
本
か
、
ま
た
後
者
の
摸
本
も
い
ず
れ
の
巻
の
も
の
か
は
不
明
な
が
ら
、

先
の
栗
山
宛
貞
幹
書
状
と
翠
軒
宛
菊
居
書
状
を
読
む
限
り
こ
の
時
点
で
は

彼
ら
も
十
分
な
摸
写
本
を
作
成
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

恐
ら
く
ど
ち
ら
も
貞
幹
の
最
晩
年
に
入
手
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
貞
幹
が
没
し
て
間
も
な
い
寛
政
九
年
十
一
月
二
十
三
日
、

橋
本
経
亮
は
本
邦
最
古
の
漢
籍
目
録
で
あ
る
室
生
寺
本
『
日
本
国
見
在
書

目
録
』
を
目
に
し
て
い
る
。
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
香
果
遺
珍
中
の
『
香
果

抜
粋
』
二
十
八
冊
の
う
ち
、
現
状
で
第
二
十
六
冊
目
と
し
て
整
理
さ
れ
て

い
る
一
冊
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
一
七
四
＠
二
六
）
に
以
下
の
記
事
が

あ
る
。寛

政
九
十
一
廿
三
展
翫
古
写
本
五
六
百
年

ノ
物　

室（
マ
マ
）室

生
大
和

寺
本
龍
穴
御
読
経

ノ
ア
リ
シ
寺
也

日
本
国
見
在
書
目
録　
粘
葉
本
四
十
八
丁

　

正
五
位
下
行
陸
奥
守
兼
上
野
権
介
藤
原
朝
臣
佐
世
奉

　

勅
撰

　
　

考
佐
世
大
系
図
文
章
博
士
藤
氏
儒
士
ノ
始
宇
多
醍
醐
朝
ノ
人

坤
元
録　

百
巻　

文
館
詞
林　

産
経
等
ノ
目
六
ミ
エ
タ
リ

『
香
果
抜
粋
』
は
経
亮
自
筆
の
雑
記
で
、
調
査
ノ
ー
ト
的
な
内
容
が
一
定

部
分
を
占
め
て
い
る
。
右
の
記
事
も
披
見
し
た
当
日
の
記
録
と
思
し
く
、

だ
と
す
れ
ば
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
最
早
期

の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る）

8
（

。
さ
て
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
多
数
の

漢
籍
が
著
録
さ
れ
て
い
る
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
中
か
ら
、
経
亮
が

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
で
「
文
館
詞
林
」
の
書
名
を
書
き
抜
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
彼
が
生
前
の
貞
幹
を
通
じ
て
『
文
館
詞
林
』
に
関
す
る
情
報
を
得
、

同
書
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
経
亮
が
実
際
に
『
文
館
詞
林
』
の
調
査
を
行
っ
た
の
は
や

や
後
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。『
橘
窓
自
語
』

巻
四
に
、
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伊
勢
国
伊
沢
（
上
一
字
「
射
和
」
ト
訂
）
富
山
与
惣
兵
衛
か
家
に
つ

た
へ
し
を
、
今
津
国
神
戸
俵
や
久
左
衛
門
に
所
持
せ
る
古
筆
の
万
葉

集
は
海
内
の
珍
物
な
り
。
予
先
年
荒
木
田
久
老
神
主
と
ゝ
も
に
神
戸

を
と
ひ
、
ね
ん
こ
ろ
に
も
の
し
て
校
合
を
と
け
た
り）

9
（

。

と
あ
り
、
同
書
巻
二
に
、

津
国
神
戸
里
俵
や
久
左
衛
門
の
家
に
古
筆
の
万
葉
集
つ
た
へ
た
る
を

校
合
せ
し
た
よ
り
、
佐
々
木
春
行
と
同
行
し
て
、
須
磨
大
手
勝
福
寺

の
什
物
、（
挿
入
「
唐
の
許
敬
宗
が
」）
文
館
詞
林
の
欠
巻
を
み
た
り

し
か
、
弘
仁
の
御
代
の
も
の
な
り
。

と
あ
る
。
神
戸
俵
屋
所
蔵
の
「
古
筆
の
万
葉
集
」
と
は
い
わ
ゆ
る
元
暦
校

本
万
葉
集
の
こ
と
。『
橘
窓
自
語
』
に
は
時
期
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が

同
道
し
て
い
た
伊
勢
の
荒
木
田
久
老
は
寛
政
十
一
年
二
月
末
に
滞
在
中
の

京
都
か
ら
難
波
へ
移
動
し
て
お
り）
10
（

、
ま
た
後
述
す
る
経
亮
に
よ
る
『
文
館

詞
林
』
摸
刻
本
の
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
二
月
の
年
記
あ
る
識
語

に
も
勝
福
寺
蔵
弘
仁
鈔
本
に
つ
い
て
「
こ
そ
の
春
や
よ
ひ
の
比
佐
々
木
春

行
と
ゝ
も
に
を
か
み
て
」
云
々
と
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
山
田
以
文
の
書
入

本
を
移
写
し
た
も
の
と
思
し
い
関
西
大
学
図
書
館
生
田
文
庫
蔵
『
万
葉
集

傍
注
』（
九
一
一
・
二
二
一
‐
Ｋ
一
二
‐
一
〜
二
〇
）
に
「
橘
経
亮
云
寛

政
十
年
三
月
廿
日
富
山
所
蔵
古
本
万
葉
当
時
摂
州
俵
屋
何
某
所
蔵
懇
望
展

翫
」
と
の
墨
書
が
あ
り）
11
（

、「
十
年
」
は
「
十
一
年
」
の
誤
写
と
判
断
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
経
亮
が
元
暦
校
本
万
葉
集
校
合
の
つ
い
で
に
書
肆
の
佐
々

木
春
行
と
と
も
に
勝
福
寺
に
て
弘
仁
鈔
本
を
披
見
し
た
の
は
寛
政
十
一
年

三
月
後
半
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
今
回
出
現
し
た
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
巻
三
四
八
摸
写
断

簡
に
附
帯
す
る
袋
の
識
語
よ
り
、
経
亮
は
寛
政
十
二
年
五
月
に
再
び
勝
福

寺
に
赴
き
、
摸
写
本
の
作
成
に
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

改
め
て
原
本
の
改
行
通
り
に
当
該
識
語
を
掲
げ
て
み
る
。

摂
州
八
田
郡
須
磨
大
手
勝
福
寺

寛
政
十
二
年
庚
申
五
月

依　

台
命
於
関
東
摸
写

之
時
書
損

　

文
館
詞
林　

二
枚

　
「
台
命
於
関
東
」
は
文
字
通
り
受
け
止
め
る
な
ら
幕
府
の
命
令
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
が
、
恐
ら
く
は
貞
幹
が
『
文
館
詞
林
』
出
現
の
情
報
を
流

し
て
い
た
幕
府
儒
員
の
柴
野
栗
山
か
、
あ
る
い
は
既
に
老
中
首
座
及
び
将

軍
補
佐
の
座
を
退
い
て
は
い
る
が
松
平
定
信
あ
た
り
の
意
向
を
指
し
た
も

の
か
と
思
わ
れ
る）
12
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
経
亮
は
そ
の
「
台
命
於
関
東
」
に
基

づ
い
て
当
時
は
勝
福
寺
に
あ
っ
た
弘
仁
鈔
本
巻
三
四
八
と
巻
六
九
五
の
摸
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写
作
成
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
香
果
遺
珍
本
巻
三
四
八
の
摸
写
断
簡
は

そ
の
際
の
書
き
損
じ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

さ
て
、
寛
政
十
二
年
十
二
月
頃
に
経
亮
は
勝
福
寺
の
所
蔵
す
る
弘
仁
鈔

本
の
摸
刻
（
竹
苞
楼
蔵
版
）
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
識
語
に
は
以
下
の

ご
と
く
あ
る
。

文
館
詞
林
は
唐
書
芸
文
志
千
巻
と
し
和
名
類
聚
抄
序
百
帙
と
み
え
た

り
そ
の
外
藤
原
佐
世
日
本
見
在
書
目
録
に
も
い
た
し
善
隣
国
宝
記
に

も
沙
門
奝
然
か
わ
か
国
に
つ
た
へ
し
と
し
る
せ
り
全
部
せ
し
は
き
か

さ
れ
と
も
こ
ゝ
か
し
こ
に
ち
り
ほ
ひ
て
あ
り
し
う
ち
津
の
国
む
こ
の

か
た
は
ら
勝
福
寺
に
お
さ
め
た
る
第
六
百
九
十
五
一
巻
第
三
百
卌
八

缼
巻
等
を
こ
そ
の
春
や
よ
ひ
の
比
佐
々
木
春
行
と
ゝ
も
に
を
か
み
て

か
た
は
し
を
か
た
の
こ
と
く
小
硯
の
筆
し
て
う
つ
し
た
り
し
を
さ
く

ら
木
に
ほ
ら
せ
て
好
事
の
人
に
し
め
す
な
り

　
　
　
　

寛
政
十
二
年
十
二
月　
　
　
　
　
　

橘
経
亮）
13
（

経
亮
が
出
版
し
た
の
は
巻
六
九
五
巻
首
及
び
末
尾
、
巻
三
四
八
末
尾
の
み

の
摸
刻
だ
が
、
原
本
に
忠
実
な
摸
写
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思

し
く
、
そ
の
精
巧
さ
は
香
果
遺
珍
本
巻
三
四
八
の
摸
写
断
簡
を
想
起
さ
せ

る
。
右
の
識
語
で
は
「
こ
そ
の
春
や
よ
ひ
の
比
」
と
寛
政
十
一
年
三
月
の

調
査
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
が
、
寛
政
十
二
年
五
月
に
「
台
命
於
関
東
」

に
よ
っ
て
経
亮
が
携
わ
っ
た
摸
写
本
作
成
も
ま
た
、
当
該
摸
刻
本
の
刊
行

の
背
景
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
事
柄
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
寛

政
十
二
年
五
月
に
経
亮
が
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
摸
写
本
の
行
方

は
今
と
な
っ
て
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
巻
末
に
「
寛
政
十
二
年
十
月
廿
六
日
」
と
の
み
あ
り
、
署
名

の
類
を
欠
い
た
「
文
館
詞
林
之
叓
」
と
題
し
た
文
章
が
写
本
で
若
干
流
布

し
て
い
る
。
阿
部
隆
一
の
考
証
す
る
通
り
当
該
文
章
の
著
者
は
経
亮
で
間

違
い
な
く）
14
（

、
そ
れ
だ
け
に
経
亮
旧
蔵
の
香
果
遺
珍
中
の
諸
資
料
と
対
応
す

る
記
述
を
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
文
館
詞
林
之

叓
」
に
、

第
六
百
六
十
八
欠
巻
大
和
国
宇
智
郡
栄
山
寺
ニ
ア
リ
シ
カ
今
ハ
江
戸

ニ
ア
リ
シ
ト
伝
聞
セ
リ
ソ
ノ
巻
首
ノ
位
署
ノ
写
ヲ
ミ
タ
リ
シ
ニ
中
書

舎
人
ト
ア
リ
伝
写
ノ
誤
ニ
ヤ
本
書
ヲ
ミ
サ
レ
ハ
決
セ
ス

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
述
し
た
経
亮
の
自
筆
雑
記
で
あ
る
『
香
果
抜
粋
』

第
三
冊
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
一
七
四
＠
三
）
中
の
以
下
の
記
事
と
正

し
く
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
館
ー

唐
書
藝
文
志
第
五
十 

文
史
類 

文
館
辞
林
一
千
巻
許
敬
宗
劉
伯
荘
等
撰

江
戸
ニ
有
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文
館
詞
林
巻
第
六
百
六
十
八
詔
卅
八　

赦
宥
四

　

中
書（
マ
マ
）舎
人
太
子
賓
客
―
―
―　
　

勅
撰

目
六
始　

漢
哀
帝
改
元
大
赦
詔
一
首

料
紙
経
紙
ニ
テ
う
ら
は
経
文
行
草
書
也

仏
祖
三
経
ニ
ア
リ　

和
名
抄
序
ニ
ア
リ

寛
政
十
二
年
六
月
廿
五
日
高
尾
山
虫
干
一
覧

位
署
の
「
中
書
令
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
の
「
令
」
が
脱
落
し
て
い
る
点
な

ど
「
文
館
詞
林
之
叓
」
と
の
一
致
は
明
ら
か
だ
が
、
じ
つ
は
右
の
『
香
果

抜
粋
』
と
よ
く
似
た
記
事
が
佐
々
木
春
行
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
に
見
え
る
。

○
文
館
詞
林
巻
第
六
百
六
十
八　

詔
卅
八　

赦
宥
四

　
　

位
署
在

　
　

目
録
ノ
初　

漢
哀
帝
改
元
大
赦
詔
一
首

料
紙
経
紙
ニ
テ
裏
は
経
文
行
草
書
ナ
リ　

此
巻
江
戸
ニ
ア
ル

由
先
年
狩
谷
氏
ヨ
リ
申
来）
15
（

こ
う
し
た
文
言
の
一
致
は
、
経
亮
と
春
行
と
が
得
た
情
報
の
出
所
が
同
一

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
恐
ら
く
そ
れ
は
『
古
籍
鑑
定
書
目
』

に
見
え
る
「
狩
谷
氏
」、
す
な
わ
ち
江
戸
の
狩
谷
棭
斎
で
あ
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。
棭
斎
が
狩
谷
氏
の
婿
養
子
と
な
っ
て
津
軽
屋
の
家
名
を
相
続
し

た
の
は
寛
政
十
一
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
時
期
的
に
も
符
合
す

る）
16
（

。
と
は
い
え
『
香
果
抜
粋
』
に
見
え
る
寛
政
十
二
年
六
月
二
十
五
日
の

「
高
尾
山
虫
干
」
が
何
を
指
す
か
は
や
や
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
。
先
述

の
通
り
、
弘
仁
鈔
本
巻
六
六
八
は
棭
斎
が
寛
政
九
年
春
に
京
都
で
入
手
し

て
江
戸
に
持
ち
帰
り
、
同
年
十
月
に
は
幕
臣
の
屋
代
弘
賢
に
譲
っ
て
い
る

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
弘
仁
鈔
本
巻
六
八
八
弘
賢
識
語
参
照
）。
と
な
れ
ば
こ

れ
ら
の
情
報
は
弘
賢
が
「
高
尾
山
」
で
虫
干
を
行
っ
た
際
に
棭
斎
な
い
し

そ
の
周
辺
人
物
が
書
き
留
め
た
内
容
が
元
に
な
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
仮
に

「
高
尾
山
」
が
高
尾
山
薬
王
院
で
あ
る
と
す
る
と
、
弘
賢
が
わ
ざ
わ
ざ
そ

う
し
た
市
中
か
ら
隔
た
っ
た
場
所
で
虫
干
を
行
う
必
然
性
も
薄
く
、
結
局

の
と
こ
ろ
こ
の
「
高
尾
山
虫
干
」
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
未
詳
と

す
る
ほ
か
な
い
。

　

と
も
あ
れ
経
亮
が
「
文
館
詞
林
之
叓
」
を
執
筆
し
た
の
は
同
じ
寛
政
十

二
年
の
十
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
高
尾
山
虫
干
」
が

行
わ
れ
て
か
ら
僅
か
四
か
月
ほ
ど
の
間
に
そ
の
情
報
が
経
亮
（
及
び
春
行
）

の
も
と
に
届
い
た
こ
と
に
な
る
。
経
亮
と
棭
斎
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
従

来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
香
果
遺
珍
中
の
『
万

葉
集
』（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
二
六
四
）
に
、
経
亮
が
江
戸
へ
出
て
い

た
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
月
二
十
九
日
に
棭
斎
と
共
に
万
葉
集
の
会

読
を
行
っ
た
際
の
記
録
と
思
し
き
内
容
が
近
時
確
認
さ
れ
た）
17
（

。
経
亮
に
と
っ



─ 365 ─

て
享
和
元
年
の
江
戸
出
府
は
天
明
五
年
（
一
七
八
六
）
九
月
以
来
じ
つ
に

十
五
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
滞
在
期
間
も
二
月
末
か
ら
五
月
初
頭
頃
ま
で
と

さ
し
て
長
い
も
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
経
亮
と
棭
斎
は
享
和
元
年
以
前
に

何
ら
か
の
形
で
接
触
が
あ
り
、
そ
れ
が
経
亮
が
出
府
し
た
際
の
交
流
に
繫

が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
文
館
詞
林
之
叓
」
に
お
い
て
経
亮
は
「
今
度
白
雲
上
人

持
来
ラ
レ
シ
第
六
百
六
十
二
巻
末
二
行

許　

欠
一
巻
第
五
百
七
欠
一
巻
等
ニ
テ
全
巻

欠
巻
伝
聞
セ
シ
モ
六
巻
ノ
存
在
ヲ
知
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
白
雲

に
つ
い
て
阿
部
隆
一
は
「
残
念
な
が
ら
白
雲
上
人
が
い
か
な
る
人
か
わ
か

ら
ず
、
何
処
か
ら
持
ち
来
っ
た
の
か
も
明
か
で
な
い）
18
（

」
と
す
る
が
、
ま
ず

白
雲
は
谷
文
晁
の
影
響
の
も
と
松
平
定
信
編
『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め

に
各
地
を
奔
走
し
た
画
僧
で
あ
る）
19
（

。
さ
ら
に
経
亮
の
歌
稿
で
あ
る
『
寛
政

十
二
年
詠
草
』
に
、

高
野
に
得
た
り
と
て
白
川
の
僧
白
雲
文
館
詞
林
一
巻
を
み
せ
し
時

ふ
み
の
み
か
み
を
し
て
ま
て
も
さ
か
の
代
の
も
の
み
る
こ
と
は
又
と

あ
ら
し
な

弘
仁
十
四
年
校
書
殿
に
て
嵯
峨
院
の
た
め
に
か
け
る
よ
し
奥
書

に
あ
り
て
冷
然
院
嵯
峨
院
の
印
あ
り
し
也
。
む
こ
の
か
た
は
ら

勝
福
寺
に
あ
り
し
と
ひ
と
つ
も
の
な
り
。
く
は
し
く
白
雲
に
あ

た
へ
し
考
に
し
る
せ
り）
20
（

。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
弘
仁
鈔
本
巻
六
六
二
及
び
巻
五
〇
七
残
簡
は
や
は
り

高
野
山
が
出
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
寛
政
十
一
年
及
び
同
十
二

年
に
白
雲
は
白
河
藩
御
用
絵
師
の
大
野
文
泉
と
と
も
に
長
期
に
わ
た
っ
て

資
料
探
訪
を
目
的
と
し
た
西
遊
を
行
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
定
信
の
意
を

受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
度
の
西
遊
の
際
、
白
雲
は
大
坂
の
木
村

蒹
葭
堂
宅
を
た
び
た
び
訪
問
し
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
各
地
へ
調
査
に
向

か
っ
て
い
る）
21
（

。
弘
仁
鈔
本
巻
六
六
二
に
つ
い
て
は
先
述
の
佐
々
木
春
行
『
古

籍
鑑
定
書
目
』
に
「
同
六
百
六
十
二
巻　

大
坂
蒹
葭
堂
ニ
在　

背
文
三
宗

相
対
抄
第
六
」
と
あ
っ
て
蒹
葭
堂
が
所
蔵
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
か
ら
、
白
雲
が
高
野
山
か
ら
持
ち
出
し
た
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
以

前
に
流
出
し
、
巻
五
〇
七
残
簡
と
も
ど
も
蒹
葭
堂
の
蔵
に
帰
し
て
い
た
も

の
を
ま
と
め
て
譲
り
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）
22
（

。
斯
道
文
庫
の
所
蔵
す

る
先
述
の
栗
山
本
の
見
返
し
に
あ
る
墨
書
で
は
、

五
百
七　
　
　

白
川
羽
林
源
公
蔵

六
百
六
十
二　

同

と
こ
の
二
巻
を
松
平
定
信
の
蔵
品
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
白
雲

の
寛
政
十
二
年
の
西
遊
の
収
穫
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た

先
に
引
い
た
『
寛
政
十
二
年
詠
草
』
中
の
「
く
は
し
く
白
雲
に
あ
た
へ
し
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考
に
し
る
せ
り
」
と
の
一
文
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
経
亮
の
考
証
「
文

館
詞
林
之
叓
」
の
こ
と
を
指
す
と
見
て
相
違
な
い
だ
ろ
う
。
白
雲
が
定
信

の
命
で
西
遊
し
て
い
た
こ
と
は
経
亮
も
当
然
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
「
文
館
詞
林
之
叓
」
は
、
定
信
を
主
た
る
宛
先
と
し
て
経

亮
が
白
雲
に
書
き
与
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
白
雲
は
弘

仁
鈔
本
巻
六
六
二
及
び
巻
五
〇
七
残
簡
に
経
亮
の
考
証
「
文
館
詞
林
之
叓
」

を
添
え
て
定
信
に
上
呈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
先
に
掲
げ
た
「
文
館
詞
林
之
叓
」
か
ら
の
引
用
に
「
全
巻
欠
巻
伝

聞
セ
シ
モ
六
巻
ノ
存
在
ヲ
知
タ
リ
」
と
い
う
一
節
が
あ
っ
た
が
、
経
亮
が

存
在
を
知
っ
た
「
六
巻
」
と
は
彼
が
当
該
文
章
の
中
で
言
及
し
て
い
る
巻

三
四
八
、
巻
五
〇
七
、
巻
六
一
三
、
巻
六
二
二
、
巻
六
六
八
、
巻
六
九
五

の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う）
23
（

。
こ
の
う
ち
香
果
遺
珍
本
に
は
巻
六
一
三
と
巻

六
六
八
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
前
者
は
『
仏
祖
三
経
』
に
見
え
る
佚
文

の
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
先
述
の
通
り
狩
谷
棭
斎
な
い
し
そ
の
周
辺
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
伝
聞
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
も
経
亮

が
摸
写
を
所
持
し
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
「
文

館
詞
林
之
叓
」
を
執
筆
し
た
寛
政
十
二
年
十
月
の
時
点
で
、
経
亮
は
現
在

の
香
果
遺
珍
本
に
含
ま
れ
て
い
る
巻
一
五
八
巻
頭
部
及
び
巻
四
五
五
断
簡

の
摸
写
を
未
だ
入
手
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
香
果
遺
珍

本
の
巻
四
五
五
は
断
簡
の
摸
写
で
あ
る
た
め
巻
数
不
明
と
し
て
、「
文
館

詞
林
之
叓
」
執
筆
時
に
は
単
に
言
及
し
な
か
っ
た
だ
け
と
も
考
え
ら
れ
そ

う
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
香
果
遺
珍
本
の
巻
一
五
八
と
巻
四
五
五
の
摸

写
の
筆
跡
は
同
一
で
あ
り
、
経
亮
は
寛
政
十
二
年
十
月
以
降
に
こ
の
二
巻

分
（
同
筆
の
巻
六
六
二
乙
本
も
含
め
れ
ば
三
巻
分
）
を
同
時
に
手
に
入
れ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
香
果
遺
珍
中
の
『
延
喜
式
』（
一
三

三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
四
七
一
）
は
経
亮
に
よ
る
書
入
校
訂
本
だ
が
、
そ
の
第

三
冊
の
見
返
し
に
経
亮
筆
で
以
下
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。

高
野
ほ
う
せ
う
院
要
類
う
ら
文
館
詞
林
ア
リ

文
化
元
八
廿
五
虫
は
ら
ひ

東
寺
一
切
経
中
楞
伽
経
四
巻
宋
蔣
之
奇
序

　

自
筆
東
坡
自
筆
等
あ
り

経
亮
に
は
こ
う
し
た
調
査
メ
モ
風
の
書
付
け
を
見
返
し
に
記
す
癖
が
あ
る

が
、
第
二
行
か
ら
第
四
行
ま
で
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
八
月
二
十
五

日
の
東
寺
の
虫
干
し
に
際
し
て
宋
版
『
楞
伽
経
』
蘇
軾
写
刻
本
を
披
見
し

た
折
の
も
の
で
、
第
一
行
は
高
野
山
宝
性
院
に
蔵
さ
れ
て
い
た
弘
仁
鈔
本

『
文
館
詞
林
』
の
紙
背
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
弘
仁
鈔
本
に
関

す
る
情
報
の
出
所
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
も
恐
ら
く
第
二
行
以
降
が
書
か
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れ
た
文
化
元
年
八
月
頃
に
記
さ
れ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
、
経
亮
が
継
続

し
て
『
文
館
詞
林
』
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

以
上
、
弘
仁
鈔
本
『
文
館
詞
林
』
を
め
ぐ
る
藤
貞
幹
及
び
橋
本
経
亮
に

よ
る
調
査
活
動
を
追
い
つ
つ
、
香
果
遺
珍
本
を
構
成
す
る
摸
写
本
群
の
収

集
過
程
を
可
能
な
限
り
跡
付
け
て
き
た
。
経
亮
ら
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
弘

仁
鈔
本
の
調
査
に
熱
心
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
に
は
松
平
定

信
を
は
じ
め
と
す
る
高
位
の
武
家
や
東
西
の
富
裕
な
好
古
家
た
ち
が
そ
の

情
報
を
欲
し
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
和
学
者
と
し
て

一
定
の
野
心
を
抱
い
て
い
た
節
の
あ
る
貞
幹
や
経
亮
の
よ
う
な
人
物
に
と
っ

て
、
自
身
の
持
つ
学
識
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
大
名
な
ど
の
貴
顕
と

繫
が
り
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
儒
者
で
す
ら
登
用
の
機
会
が
極
め
て

限
ら
れ
て
い
た
近
世
日
本
に
あ
っ
て
得
が
た
い
機
会
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
彼
ら
の
調
査
活
動
は
学
問
的
な
探
求
心
に
基
づ
い
て
い
た
こ

と
も
ま
た
確
か
だ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
ら
の
弘
仁
鈔
本
へ
の
関
心
は
嵯
峨
天

皇
の
御
璽
で
あ
る
「
冷
然
院
印
」
及
び
「
嵯
峨
院
印
」、
ま
た
奥
書
に
見

え
る
「
校
書
殿
」
な
ど
平
安
前
期
に
お
け
る
朝
廷
の
諸
制
度
を
知
る
上
で

の
素
材
と
し
て
の
部
分
に
か
な
り
の
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
経
亮
ら
の

佚
存
書
の
探
求
は
、
漢
籍
自
体
を
対
象
と
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
あ
く

ま
で
も
そ
れ
ら
を
重
ん
じ
受
容
し
て
き
た
過
去
の
日
本
へ
の
関
心
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
稿
が
あ
ら
た
に
紹
介
し
た
『
文
館
詞
林
』
の
佚
文
は
、
一
千
巻
と
い
う

分
量
全
体
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
微
細
な
断
片
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
上

記
し
て
き
た
よ
う
な
経
亮
ら
の
調
査
活
動
の
結
果
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

注（
１
） 

拙
著『
上
田
秋
成
の
時
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、二
〇
一
二
）所
収「『
香

果
遺
珍
目
録
』
翻
印
と
影
印
」「
橋
本
経
亮
の
蒐
集
活
動
」、
及
び

前
出
の
『
橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍
目
録
』『
蒐
め
ら
れ
た
古
―

江
戸
の
日
本
学
―
』
参
照
。
以
下
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
経

亮
の
伝
記
及
び
香
果
遺
珍
の
伝
来
に
関
す
る
記
述
は
上
記
文
献
に

よ
る
。

（
２
） 
『
竹
苞
楼
来
翰
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
）
書
状
番
号
六
・
七

参
照
。

（
３
） 
羽
倉
敬
尚
「
有
職
故
実
学
者
橋
本
経
亮
の
遺
書
」（『
典
籍
』
十
号
、

一
九
五
四
）。
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（
４
） 

阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」（『
影
弘
仁
本 

文
館
詞
林
』
古
典
研

究
会
、
一
九
六
九
、
所
収
）
及
び
尾
崎
康
「
天
理
図
書
館
蔵
文
館

詞
林
断
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
四
十
四
号
、一
九
七
〇
）。

（
5
） 

以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
底
本
と

す
る
松
尾
芳
樹
「
藤
原
貞
幹
書
簡
抄
『
蒙
斎
手
簡
』（
下
）」（『
京

都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
三
十
八
号
、一
九
九
四
）

に
拠
る
が
国
会
図
書
館
蔵
本
に
基
づ
い
て
翻
字
の
一
部
を
訂
正
し

た
。

（
6
） 

清
野
謙
次
『
日
本
考
古
学
・
人
類
学
史
』
上
巻
（
岩
波
書
店
、
一

九
五
四
）
四
四
五
頁
及
び
杉
本
欣
久
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
美

術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
様
相 

―
古
鏡
の
収
集
と
出
土
情
報
の
伝

達
―
」（『
古
文
化
研
究 

黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
五
号
、

二
〇
一
六
）
参
照
。

（
7
） 

『
秘
蔵
書
目
』
及
び
『
無
仏
斎
遺
伝
書
領
目
六
』
は
吉
澤
義
則
「
藤

貞
幹
に
就
い
て
」（『
国
語
説
鈴
』
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
一
）

の
翻
字
に
拠
っ
た
。

（
8
） 

な
お
注
４
前
掲
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」
が
経
亮
の
著
作
で
あ

る
と
考
証
す
る
「
文
館
詞
林
之
叓
」
に
も
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
つ
い
て
「
予
カ
寛
政
九
年
十
一
月
廿
三
日
閲
〈
古
写
本
粘
葉
ニ

テ
室
山
室
生
寺
印
ア
リ
〉
近
日
板
行
ス
」（
引
用
は
阿
部
隆
一
論

文
の
翻
印
に
よ
る
）
と
あ
っ
て
か
た
が
た
符
合
す
る
。
経
亮
の
遺

著
『
梅
窓
筆
記
』（
文
化
三
年
刊
）
に
も
室
生
寺
本
『
日
本
国
見

在
書
目
録
』
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
「
書
肆
カ

買
得
セ
シ
ヲ
ミ
ル
ニ
」
と
披
見
し
た
経
緯
を
記
す
も
の
の
、
そ
の

時
期
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

（
9
） 

以
下
、
引
用
は
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
香
果
遺
珍
中
の
経
亮
自
筆
本

（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
一
四
八
）
に
よ
る
。
な
お
本
稿
に
引
用

し
た
箇
所
は
い
ず
れ
も
日
本
随
筆
大
成
の
翻
字
と
大
き
な
異
同
は

な
い
。

（
10
） 

神
宮
司
庁
文
化
課
編『
荒
木
田
久
老
歌
文
集
並
伝
記
』（
神
宮
司
庁
、

一
九
五
三
）
所
収
の
『
槻
落
葉
哥
集
』
巻
六
及
び
伊
藤
正
雄
「
荒

木
田
久
老
の
生
涯
」
参
照
。

（
11
） 

吉
永
登
「
生
田
文
庫
」（
関
西
大
学
図
書
館
報
『
籍
苑
』
第
二
十
号
、

一
九
八
五
）
に
当
該
書
入
れ
に
つ
い
て
紹
介
あ
り
。

（
12
） 

定
信
編
『
集
古
十
種
』（
寛
政
十
二
年
序
刊
）
銅
器
部
二
に
「
橋

本
肥
後
守
蔵
鏡
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、ま
た
定
信
の
著
述
『
輿

車
図
考
』
の
文
化
元
年
七
月
の
年
記
あ
る
自
序
中
に
「
も
と
よ
り

縉
紳
家
へ
も
た
づ
ね
ま
た
は
橋
本
経
亮
な
ど
へ
も
と
ひ
も
の
し
た
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る
が
」
云
々
と
あ
る
。
さ
ら
に
寛
政
年
間
に
作
成
さ
れ
た
東
寺
百

合
文
書
の
摸
写
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
白
川
本
の
編
纂
に
も
経
亮
が

関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
（
前
掲
『
橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍

目
録
』
解
題
参
照
）。

（
13
） 

注
４
前
掲
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」
の
翻
字
に
拠
り
つ
つ
、
原

本
に
基
づ
い
て
一
部
の
文
字
を
改
め
た
（「
か
た
の
こ
と
く
に
硯

の
筆
し
て
」
を
「
か
た
の
こ
と
く
小
硯
の
筆
し
て
」
と
訂
し
た
）。

（
14
） 

注
４
前
掲
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」
参
照
。
以
下
、「
文
館
詞

林
之
叓
」
か
ら
の
引
用
は
同
論
文
の
翻
字
に
よ
る
。

（
15
） 

注
４
前
掲
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」
の
翻
字
に
よ
る
が
、
斯
道

文
庫
所
蔵
紙
焼
写
真
マ
Ｇ
一
四
〇
九
に
よ
り
原
本
に
即
し
て
改
行

箇
所
を
改
め
た
。

（
16
） 

梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭
斎
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
）。

（
17
） 

前
掲
『
橋
本
経
亮
旧
蔵 

香
果
遺
珍
目
録
』
及
び
『
蒐
め
ら
れ
た

古
―
江
戸
の
日
本
学
―
』
参
照
。

（
18
） 

注
４
前
掲
阿
部
隆
一
「
文
館
詞
林
考
」
五
三
〇
頁
。

（
19
） 

白
雲
の
画
業
及
び
伝
記
に
つ
い
て
は
『
定
信
と
画
僧
白
雲
―
集
古

十
種
の
旅
と
風
景
―
』（
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
八
）

参
照
。

（
20
） 

引
用
は
木
村
仙
秀
「
橋
本
経
亮
の
家
系
と
日
記
」（『
木
村
仙
秀
集
』

第
七
巻
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
、
所
収
）
所
引
の
本
文
に
基

づ
い
た
。

（
21
） 

佐
川
庄
司
「
画
僧
白
雲
伝
記
点
描
―
展
示
概
説
に
か
え
て
―
」（
注

19
前
掲
『
定
信
と
画
僧
白
雲
―
集
古
十
種
の
旅
と
風
景
―
』
所
収
）

参
照
。

（
22
） 

先
に
『
蒙
斎
手
簡
』
所
収
の
寛
政
九
年
五
月
二
日
付
柴
野
栗
山
宛

藤
貞
幹
書
状
に
見
え
る
「
文
館
詞
林
六
百
九
十
二
」
は
巻
六
六
二
の
誤

写
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
こ
の
寛
政
九
年
に
出
現
し
た
当
該

巻
が
蒹
葭
堂
の
蔵
に
帰
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
辻
褄
が
合
う
。『
蒹

葭
堂
日
記
』
に
よ
れ
ば
貞
幹
は
蒹
葭
堂
の
許
を
来
訪
し
て
い
る
。

（
23
） 

前
掲
『
蒐
め
ら
れ
た
古
―
江
戸
の
日
本
学
―
』
解
説
に
お
い
て
稿

者
は
「
文
館
詞
林
之
㕝
」
の
言
う
「
六
巻
」
を
香
果
遺
珍
本
に
含

ま
れ
る
巻
一
五
八
・
三
四
八
・
四
五
五
・
五
〇
七
・
六
六
二
・
六

九
五
の
六
巻
分
を
指
し
た
も
の
と
解
し
、
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞

林
』
は
経
亮
が
主
と
し
て
寛
政
十
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
収
集

し
た
摸
写
本
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
そ

れ
以
後
に
経
亮
が
入
手
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
と
見
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
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【
附
記
】
本
研
究
はJSPS

科
研
費19K

00351

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
原
本
の
画
像
の
使
用
を
お
許
し
下
さ
っ
た
慶
應
義
塾
図
書
館
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
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『
文
館
詞
林
』
巻
三
四
八
・
巻
四
五
五
模
抄
断
簡
解
題

矢
島　

明
希
子

　

過
日
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
橋
本
経
亮
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
・
香
果
遺
珍
の
整
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
『
文
館
詞
林
』
模
抄
断
簡

類
の
中
か
ら
二
点
の
佚
文
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
発
見
は
、『
文
館
詞
林
』

研
究
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
関
わ
る
諸
領
域
に
お
い
て

も
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
解
題
で

は
、
特
に
そ
の
二
点
の
断
簡
と
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
状
況

に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

一
．巻
三
四
八
断
簡
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
四
八
）

　

当
該
資
料
は
二
葉
の
紙
片
か
ら
な
る
断
簡
で
、
第
一
葉
は
紙
面
高
さ
二

七
・
五
糎
、
幅
二
〇
・
四
糎
、
九
行
を
存
し
、
第
二
葉
は
紙
面
高
さ
二
七
・

三
糎
、
幅
十
一
・
五
糎
、
五
行
を
存
す
。
第
一
葉
八
行
目
に
「
廣
成
頌
一

首　

後
漢
馬
融
」
と
い
う
題
名
が
見
え
る
た
め
、
そ
れ
以
降
は
自
ず
と
馬

融
の
「
広
成
頌
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
広
成
頌
」
は
『
後
漢
書
』

馬
融
伝
に
、

臣
聞
昔
命
師
於
鞬
櫜
、
偃
伯
於
靈
臺
、
或
人
嘉
而
稱
焉
。
彼
固
未
識

夫
雷
霆
之
爲
天
常
、
金
革
之
作
昏
明
也
。
…
…

と
、
載
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
二
葉
が
連

続
し
た
断
簡
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

で
は
、
こ
の
「
広
成
頌
」
が
収
め
ら
れ
た
の
は
『
文
館
詞
林
』
の
何
巻

に
当
た
る
の
か
と
い
う
と
、
内
閣
文
庫
所
蔵
模
抄
本
『
文
館
詞
林
』
巻
三

四
八
の
巻
首
目
録
に
、

西
晉
張
載
平
吳
頌
一
首
幷
序

東
晉
孔
甯
子
平
洛
頌
一
首

後
漢
馬
融
上
林
頌
一
首

　

廣
成
頌
一
首

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
断
簡
は
『
文
館
詞
林
』
巻
三
四
八
の
一
部
で
あ
り
、

前
半
の
七
行
は
同
じ
く
馬
融
の
「
上
林
頌
」
の
末
尾
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
断
簡
の
包
紙
に
は
、
橋
本
経
亮
に
よ
っ
て
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

五
月
に
幕
府
の
命
を
受
け
て
須
磨
の
勝
福
寺
所
蔵
の
弘
仁
鈔
本
を
写
し
た
、
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そ
の
書
き
損
じ
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（〈
参
考
図
版
〉
参
照
）。
経

亮
は
、
そ
の
前
年
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
に
勝
福
寺
で
書
肆
・

竹
苞
楼
主
人
の
佐
々
木
春
行
と
巻
六
九
五
お
よ
び
巻
三
四
八
の
欠
巻
を
閲

覧
し
、
十
二
年
十
二
月
に
こ
れ
を
模
刻
・
頒
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
模

刻
さ
れ
た
の
は
巻
三
四
八
の
尾
題
と
璽
書
の
み
で
あ
っ
た
。
当
時
、
勝
福

寺
に
ど
れ
ほ
ど
の
内
容
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
阿

部
隆
一
氏
は
、
巻
名
未
詳
零
巻
・
巻
六
九
五
・
巻
三
四
八
の
後
半
部
分
が

一
軸
に
装
さ
れ
て
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』（
以
下
『
相
対
抄
』）
巻
十
八
を

な
し
て
い
た
と
み
な
し
、
巻
三
四
八
は
「
広
成
頌
」
の
末
尾
を
含
む
尾
の

方
の
み
を
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る）

1
（

。
本
断
簡
は
『
文

館
詞
林
』
の
佚
文
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
寛
政
十
二
年
五
月
の
時
点
で
、

完
全
で
な
い
に
し
て
も
巻
三
四
八
の
尾
題
と
御
璽
以
上
の
内
容
が
勝
福
寺

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

次
に
、「
上
林
頌
」
及
び
「
広
成
頌
」
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
見
た
い
。

ま
ず
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
広
成
頌
」
は
『
後
漢
書
』
馬
融
伝
に
載
録

さ
れ
、
そ
の
成
立
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

（
永
初
）
四
年
、
拜
爲
校
書
郞
中
、
詣
東
觀
典
校
祕
書
、
是
時
鄧
太

后
臨
朝
、
騭
兄
弟
輔
政
。
而
俗
儒
世
士
以
爲
文
德
可
興
、
武
功
宜
廢
、

遂
寢
蒐
狩
之
禮
、
息
戰
陳
之
法
。
故
猾
賊
從
橫
、
乘
此
無
備
。
融
乃

感
激
、
以
爲
文
武
之
道
、
聖
賢
不
墜
、
五
才
之
用
、
無
或
可
廢
。
元

初
二
年
、
上
廣
成
頌
以
諷
諫
。

　

永
初
四
年
（
一
一
〇
）、
幼
い
安
帝
の
摂
政
と
な
っ
た
鄧
太
后
は
、
文

徳
を
重
視
し
て
狩
猟
な
ど
の
武
功
を
軽
視
し
た
。
古
代
の
狩
猟
と
は
、
獲

物
を
祭
祀
に
供
す
る
儀
礼
的
な
性
格
と
軍
事
訓
練
と
し
て
の
性
格
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
遊
蕩
と
見
な
さ
れ
、
非
難
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
古
来
の
礼
を
重
ん
じ
た
馬
融
は
、
狩
猟
を

廃
し
た
が
故
に
世
の
秩
序
が
乱
れ
た
と
憂
え
、
元
初
二
年
（
一
一
五
）
に

「
広
成
頌
」
を
奏
上
し
て
こ
れ
を
諫
め
た）

2
（

。
広
成
と
は
現
在
の
河
南
省
臨

汝
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
苑
囿
で
、
上
林
苑
と
と
も
に
皇
帝
の
狩
り
場

で
あ
る
。
結
局
馬
融
は
鄧
太
后
と
対
立
し
、
禁
固
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に

至
る
が
、
建
光
元
年
（
一
二
一
）
に
鄧
太
后
が
崩
御
す
る
と
、
再
び
中
央

に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
広
成
頌
」
は
内
容
も
成
立
も
正
史
に
記
さ
れ
現
在
ま

で
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
一
方
の
「
上
林
頌
」
は
『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
八
・

頌
讃
が
引
く
晋
・
摯
虞
『
文
章
流
別
論
』
に
、

若
馬
融
廣
成
・
上
林
之
屬
、純
爲
今
賦
之
體
。
而
謂
之
頌
、失
之
遠
矣
。

と
あ
り
、
梁
・
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
巻
二
・
頌
讃
篇
に
、

馬
融
之
廣
成
・
上
林
、
雅
而
似
賦
，
何
弄
文
而
失
質
乎
。
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と
あ
る
な
ど
、「
広
成
頌
」
と
並
ぶ
作
品
と
し
て
名
は
知
ら
れ
て
い
た
も

の
の）

3
（

、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
成
立
に
つ
い

て
も
史
料
中
に
わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
残
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
『
藝
文
類
聚
』
巻
一
百
・
災
異
部
「
蝗
」
が
引
く
魏
・
曹
丕
『
典
論
』

に
は
、議

郞
馬
融
、
以
永
興
中
、
帝
獵
廣
城
（
成
）、
融
從
。
是
時
北
州
遭

水
潦
蝗
蟲
、
融
撰
上
林
頌
以
諷
。

と
あ
り
、
永
興
年
間
（
一
五
三
–
五
四
）
に
桓
帝
の
狩
猟
に
随
行
し
て
い

た
馬
融
は
、
蝗
害
や
水
害
が
起
き
た
た
め
に
「
上
林
頌
」
を
撰
述
し
て
桓

帝
を
諫
め
た
と
い
う
。

　
『
後
漢
書
』
孝
桓
帝
紀
の
永
興
年
間
の
記
事
か
ら
特
に
蝗
害
・
水
害
に

関
係
す
る
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

（
永
興
元
年
）
秋
七
月
、
郡
國
三
十
二
蝗
。
河
水
溢
。
百
姓
飢
窮
、

流
冗
道
路
、
至
有
數
十
萬
戶
、
冀
州
尤
甚
。
詔
在
所
賑
給
乏
絕
、
安

慰
居
業
。

（
永
興
二
年
）六
月
、彭
城
泗
水
增
長
逆
流
。詔
司
隸
校
尉
・
部
刺
史
曰
、

蝗
災
爲
害
、
水
變
仍
至
、
五
穀
不
登
、
人
無
宿
儲
。
其
令
所
傷
郡
國

種
蕪
菁
以
助
人
食
。
京
師
蝗
。
東
海
朐
山
崩
。

（
永
興
二
年
）
九
月
丁
卯
朔
、
日
有
食
之
。
詔
曰
、
朝
政
失
中
、
雲

漢
作
旱
、
川
靈
涌
水
、
蝗
螽
孳
蔓
、
殘
我
百
穀
、
太
陽
虧
光
、
飢
饉

荐
臻
。
其
不
被
害
郡
縣
、
當
爲
飢
餒
者
儲
。
天
下
一
家
、
趣
不
糜
爛
、

則
爲
國
寶
。
其
禁
郡
國
不
得
賣
酒
、
祠
祀
裁
足
。

　

こ
の
よ
う
に
、
永
興
年
間
に
は
各
地
で
蝗
害
や
水
害
が
起
こ
り
、
そ
れ

に
起
因
し
た
飢
饉
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し

て
、
永
興
二
年
の
十
一
月
に
、

校
獵
上
林
苑
、遂
至
函
谷
關
、賜
所
過
道
傍
年
九
十
以
上
錢
、各
有
差
。

と
あ
り
、
桓
帝
は
上
林
苑
で
狩
猟
を
行
っ
て
い
る
。『
典
論
』
に
は
上
林

苑
で
は
な
く
広
成
苑
で
狩
猟
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
孝
桓
帝

紀
の
永
興
年
間
の
記
事
か
ら
は
、
上
林
苑
で
の
狩
猟
し
か
見
ら
れ
な
い
。

た
だ
、
孝
桓
帝
紀
中
に
は
広
成
苑
・
上
林
苑
の
両
方
で
狩
猟
を
し
て
い
る

例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら）

4
（

、
蔣
暁
光
氏
は
広
成
苑
と
上
林

苑
で
の
狩
猟
が
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）

5
（

。『
典
論
』

と
『
後
漢
書
』
の
記
事
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、「
上
林
頌
」
は
お
そ
ら

く
こ
の
永
興
二
年
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う）

6
（

。

　

し
か
し
、「
上
林
頌
」
は
早
く
に
失
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
伝
わ
る
佚
文

は
隋
・
杜
台
卿
『
玉
燭
宝
典
』
が
引
く
「
馬
融
上
林
頌
曰
、
鶉
鸙
如
煙
」

と
い
う
わ
ず
か
四
字
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、『
玉
燭
宝
典
』

も
ま
た
中
国
で
は
失
わ
れ
、
清
末
、
日
本
伝
来
の
写
本
に
よ
っ
て
中
国
に
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逆
輸
入
さ
れ
た
佚
存
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
字
さ
え
も
長
い
間
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
が
近
年
、『
文
館
詞
林
』
研
究
の
中
で
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
の

弘
仁
鈔
本
『
文
館
詞
林
』
巻
次
不
明
断
簡
を
「
上
林
頌
」
の
一
部
と
見
る

説
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
ず
、
尾
崎
康
氏
は
こ
の
不
明
断
簡
に
つ
い
て
、

巻
三
四
七
と
筆
跡
が
同
じ
こ
と
、
内
容
や
文
体
が
「
広
成
頌
」
に
似
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
巻
三
四
八
の
「
上
林
頌
」
の
一
部
で
は
な
い
か
と
推

定
し
、
不
明
断
簡
の
紙
背
は
『
相
対
抄
』
巻
十
三
で
あ
り
、
巻
十
八
を
な

し
て
い
た
と
さ
れ
る
『
文
館
詞
林
』
巻
三
四
八
末
尾
と
は
巻
次
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
不
明
断
簡
も
巻
三
四
八
の
一
部
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本

巻
は
い
く
つ
に
も
寸
断
さ
れ
て
『
相
対
抄
』
の
書
写
に
用
い
ら
れ
た
と
い

う
可
能
性
を
示
し
た）

7
（

。

　

そ
し
て
、
中
国
で
も
こ
の
宝
寿
院
不
明
断
簡
を
巡
っ
て
議
論
が
起
き
て

い
る
。
中
国
で
は
、
日
本
の
寛
政
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
佚
存
叢
書
』
収

録
巻
が
清
末
の
『
粤
雅
堂
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
、
続
い
て
楊
守
敬
が
さ
ら

に
多
く
の
残
巻
を
『
古
逸
叢
書
』
に
収
め
た
。
民
国
初
に
至
り
、
董
康
が

大
覚
寺
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
が
『
適
園
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
た
が
、

宝
寿
院
不
明
断
簡
は
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
再
来
日
し
た
董
康
が

こ
の
不
明
断
簡
も
含
め
て
影
印
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
中
国
で

も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
少
部
数
だ
っ

た
た
め
に
広
く
は
普
及
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
一
九
六
九
年
に

日
本
で
古
典
研
究
会
編
『
影
弘
仁
本
文
館
詞
林
』（
編
者
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、

よ
り
揃
っ
た
影
印
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る）

8
（

。

　

と
は
い
え
、
宝
寿
院
不
明
断
簡
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

羅
国
威
氏
が
日
本
の
『
影
弘
仁
本
文
館
詞
林
』
を
も
と
に
整
理
し
た
『
日

蔵
弘
仁
本
文
館
詞
林
校
証
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
整
理
本
の
中
で
、
羅

氏
は
宝
寿
院
不
明
断
簡
に
永
平
や
建
初
と
い
う
後
漢
の
元
号
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
後
漢
の
作
品
と
み
な
し
て
お
り）

9
（

、
姜
維
公
氏
は
こ
の
整

理
本
に
も
と
づ
い
て
、
不
明
断
簡
の
狩
猟
を
賛
美
す
る
内
容
と
、
十
三
行

目
に
「
主
人
曰
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
主
客
問
答
形
式
を
と
っ
て
い
る
点

が
漢
代
の
賦
に
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
不
明
断
簡
を
「
上
林
頌
」
の

一
部
と
す
る
説
を
発
表
し
た）
10
（

。
た
だ
、
こ
の
説
に
は
反
論
も
あ
る
。
例
え

ば
、
許
雲
和
氏
は
末
尾
に
見
え
る
「
農
部
」
と
い
う
語
句
が
三
国
魏
特
有

の
官
職
名
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
後
漢
で
は
な
く
三
国
時
代
の
作
品
で

あ
る
と
し
て
姜
氏
の
説
を
退
け
た）
11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
蔣
暁
光
氏
は
「
農
部
」

は
「
農
郊
」
の
誤
り
で
あ
り
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
や
は
り
不
明
断
簡
は

「
上
林
頌
」
の
一
部
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る）
12
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
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説
も
、
内
容
か
ら
の
推
論
は
あ
く
ま
で
「
上
林
頌
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い

う
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
点
、
本
模
抄
断
簡
は
末
尾
の
わ
ず
か
七
行
で
は
あ
る
が
、「
広
成
頌
」

と
の
関
係
か
ら
し
て
、
確
か
に
「
上
林
頌
」
の
一
部
と
い
っ
て
差
し
支
え

な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
、
馬
融
や
後
漢
の
文
学
研
究
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、

宝
寿
院
不
明
断
簡
の
特
定
に
と
っ
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
議
論

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

二
．巻
四
五
五
模
抄
断
簡
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
九
三
八
）

　

当
該
資
料
は
、
紙
面
高
さ
二
七
・
六
糎
、
幅
六
一
・
四
糎
、
二
十
二
行

か
ら
な
る
巻
四
五
五
の
巻
首
目
録
お
よ
び
第
一
首
冒
頭
の
模
抄
断
簡
で
あ

る
。
弘
仁
鈔
本
の
力
強
い
書
風
も
写
し
取
っ
て
い
た
巻
三
四
八
断
簡
と
は

異
な
り
、
簡
略
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
付
帯
の
包
紙
に
「
此
分
所
在
不

明
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
原
本
は
現
在
所
在
が
分
か
っ
て
い
な
い
た

め
、
そ
の
内
容
が
判
明
し
た
だ
け
で
も
貴
重
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
包

紙
は
橋
本
経
亮
で
は
な
く
後
人
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

巻
四
五
五
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
な
情
報
し
か
伝
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
ず
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
別
録
』

巻
五
に
、
次
の
よ
う
に
題
目
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
四
百
五
十
五　

碑
卅
五　

百
官
廿
五

　
　

將
軍
五

　

右
驍
騎
將
軍
安
修
仁
碑
銘
一
首
幷
序　

凡
七
條

　

ま
た
、
佐
々
木
春
行
の
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
に
は
巻
首
題
に
加
え
て
、

現
在
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
巻
次
不
明
断
簡
（
以
下
、
天
理
断

簡
）
と
同
文
が
模
写
さ
れ
、
こ
れ
が
巻
四
五
五
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
の

み
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
断
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
初
め
て
巻
四
五

五
全
体
の
収
録
題
目
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

本
断
簡
の
巻
首
目
録
に
並
ん
だ
将
軍
の
安
興
貴
・
安
修
仁
・
段
志
玄
は
、

い
ず
れ
も
唐
王
朝
の
建
国
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
本
巻
は
『
文
館

詞
林
』
の
中
で
も
新
し
い
作
品
群
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

巻
頭
第
一
首
の
「
冠
軍
大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
」
は
、
今
ま
で
題
目
す
ら

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
佚
文
で
あ
る
。
安
興
貴
は
武
威
の
ソ
グ
ド
系
有
力

氏
族
出
身
で
、
第
二
首
の
安
修
仁
の
兄
に
当
た
る
。『
旧
唐
書
』
李
軌
列

伝
に
よ
れ
ば）
13
（

、
同
じ
く
武
威
の
ソ
グ
ド
系
の
李
軌
が
、
隋
末
の
動
乱
期
に

安
修
仁
等
を
率
い
て
河
西
を
落
と
し
、
大
涼
王
を
称
し
た
。
そ
の
時
長
安

に
い
た
安
興
貴
は
、
や
は
り
河
西
を
平
定
せ
ん
と
す
る
唐
の
高
祖
・
李
淵
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に
協
力
し
て
涼
州
に
赴
き
、
涼
州
に
い
た
弟
の
修
仁
と
内
通
し
て
李
軌
を

倒
し
た
の
で
あ
る
。
唐
建
国
期
に
お
け
る
河
西
地
方
の
平
定
に
大
き
く
貢

献
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
興
貴
は
右
武
候
大
将
軍
・
上
柱
国
を
賜
り
涼
国

公
に
封
じ
ら
れ
、
弟
の
修
仁
も
左
武
候
大
将
軍
を
賜
り
、
申
国
公
に
封
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

安
興
貴
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
史
書
に
散
見
さ
れ
る
わ
ず
か
な
記
事

の
他
、
子
孫
の
墓
誌
・
碑
銘
な
ど
に
よ
っ
て
し
か
そ
の
事
績
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い）
14
（

。
安
興
貴
当
人
の
伝
記
と
し
て
は
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
に

「
顏
師
古
安
興
貴
家
傳
」
と
あ
り
、
顔
師
古
に
よ
る
伝
記
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
す
で
に
亡
佚
し
て
い
る
た
め
、
本
碑
銘
は
安
興

貴
の
事
績
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
な
り
う
る
。

　

本
断
簡
は
そ
の
冒
頭
十
行
を
存
し
、「
武
威
姑
臧
人
、
安
息
王
之
」
で

終
わ
っ
て
い
る
。
唐
初
の
ソ
グ
ド
系
有
力
氏
族
の
墓
誌
の
中
で
は
、
自
ら

を
安
息
王
の
後
裔
と
す
る
こ
と
が
常
套
的
な
形
式
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら）
15
（

、
こ
の
後
に
は
お
そ
ら
く
そ
の
出
自
に
関
す
る
内
容
が
続
く
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
天
理
断
簡
と
の
関
係
で
あ
る
。
阿
部
隆
一
氏

は
、
天
理
断
簡
四
行
目
に
「
見
称
於
張
氏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
張
氏
の

碑
銘
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
ま
た
こ
れ
と
同
じ
内
容
が
『
古
籍
鑑
定
書

目
』
の
「
同
四
百
五
十
五　

碑
丗
五　

将
軍
五
」
と
あ
る
後
に
臨
写
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
天
理
断
簡
を
巻
四
五
五
の
一
部
と
推
定
し
た）
16
（

。
し

か
し
そ
の
後
、
碑
主
に
つ
い
て
は
尾
崎
康
氏
に
よ
っ
て
安
修
仁
碑
銘
と
訂

正
さ
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
以
下
に
尾
崎
氏
の
説
を
引
用
し
た
い
（
傍

線
と
番
号
は
引
用
者
に
よ
る）
17
（

）。

そ
の
記
事
内
容
は
碑
銘
の
ご
と
く
、
人
名
は
見
え
な
い
が
、
終
わ
り

の
方
に
隋
の
開
皇
中
に
起
家
し
、
蜀
王
秀
（
煬
帝
の
弟
）
に
仕
え
て

都
督
と
な
り
、
儀
同
の
兵
を
検
校
し
、
秀
が
廃
せ
ら
れ
る
と
（
六
〇

〇
年
）
本
郷
の
兵
を
領
し
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
後
が
切
れ
て
い
る
か

ら
、
唐
初
の
武
将
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
…
…
父
の
閲
歴
が
玄
宗

に
重
用
さ
れ
た
張
説
の
張
説
之
文
集
（
張
燕
公
集
）
巻
一
六
の
「
河

西
節
度
副
大
使
安
公
碑
銘
幷
序
」（
安
忠
敬
碑
〈
引
用
者
注
：
安
興

貴
の
曾
孫
〉）
に
、

曾
祖
羅
方
大
、
隋
開
不
儀
同
三
司
、
皇
朝
贈
石
州
刺
史
貴
郷
公
。

…
…
祖
興
貴
、
右
武
侯
大
将
軍
涼
州
刺
史
。
…
…

と
あ
る
安
羅
方
大
の
も
の
と
一
致
す
る
か
ら
、
文
館
詞
林
の
碑
文
の

主
は
、
①
安
興
貴
か
そ
の
兄
弟
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
述
の
『
群
書
一
覧
別
録
』
に
記
録
さ
れ
た
巻
四
五
五
の
題
目

を
引
用
し
、
続
け
て
、
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巻
四
五
五
の
碑
銘
の
右
驍
騎
将
軍
安
修
仁
こ
そ
、
兄
の
安
興
貴
と
隋

末
唐
初
の
河
西
に
活
躍
し
、
張
説
之
文
集
所
載
の
②
安
忠
敬
碑
に
み

え
る
曾
祖
の
安
羅
方
大
と
、
天
理
断
簡
の
父
の
経
歴
と
が
合
致
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
理
図
書
館
蔵
の
断
簡
は
、
文
館
詞

林
巻
四
五
五
の
安
修
仁
の
碑
銘
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

と
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

再
び
文
館
詞
林
断
簡
の
書
誌
的
な
問
題
に
た
ち
か
え
ろ
う
。

　

以
上
に
述
べ
た
祖
父
の
経
歴
は
断
簡
の
五
行
目
か
ら
、
本
人
の
も

の
は
十
九
行
目
か
ら
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
安
修
仁
碑
銘
の

か
な
り
頭
初
の
部
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
群
書
一
覧
別
録
が
四

五
五
と
い
う
巻
次
や
こ
の
題
目
を
明
記
す
る
の
は
、
当
時
こ
の
巻
首

が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
は
凡
七
首
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
首
題
標
目
に
九
な
い
し
十
行
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
第
一
張
も

こ
の
断
簡
と
お
な
じ
く
二
十
四
行
で
あ
れ
ば
、
な
お
本
文
十
数
行
を

収
め
う
る
わ
け
で
、③
安
修
仁
碑
銘
は
第
一
首
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
碑
銘
の
冒
頭
が
そ
の
部
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
④
こ
の
断
簡
は
そ
れ
に
続
く
も
の
と
み
な
さ
れ
、
巻
四
五

五
の
第
二
張
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
の
は
じ
め

ご
ろ
に
は
、
巻
四
五
五
の
第
二
張
が
続
い
て
存
し
て
い
た
の
が
、
い

つ
の
間
に
か
剝
脱
し
て
第
一
張
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

尾
崎
氏
が
天
理
断
簡
を
安
修
仁
碑
銘
と
み
た
根
拠
は
、
ま
ず
祖
先
の
経

歴
が
安
興
貴
・
安
修
仁
兄
弟
と
合
致
す
る
こ
と
（
①
②
）、
そ
し
て
『
群

書
一
覧
別
録
』
に
安
修
仁
碑
銘
が
巻
四
五
五
の
第
一
首
の
ご
と
く
記
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
（
③
）。

　

し
か
し
、
本
模
抄
断
簡
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
の
第
一
首
は
兄
の
安
興
貴

碑
銘
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
天
理
断
簡
の
特
定
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
④
で
い
う
よ
う
に
天
理
断
簡
が
巻

四
五
五
の
第
二
張
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
は
、
こ
の
巻
四
五
五
巻
首

模
抄
断
簡
に
続
く
安
興
貴
碑
銘
の
一
部
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
本
断
簡
は
「
安
息
王
之
」
で
終
わ
り
、
天
理
断
簡
は
「
苗
裔

也
」
で
始
ま
る
た
め
、
文
章
の
接
続
に
問
題
は
な
い
。
そ
の
後
に
続
く
出

自
も
、
尾
崎
氏
が
①
で
「
安
興
貴
か
そ
の
兄
弟
の
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
、

安
興
貴
の
も
の
と
見
て
も
矛
盾
し
な
い
内
容
な
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
研
究
で
は
、
熊
清
元
氏
が
天
理
断
簡
を
安
興
貴
碑
銘
と
見
な
し

て
お
り
、
安
興
貴
の
子
・
安
元
寿
の
墓
誌
の
出
自
と
天
理
断
簡
の
出
自
が

一
致
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る）
18
（

。
た
だ
し
、
出
自
だ
け
で
見
れ
ば
、

安
興
貴
と
安
修
仁
は
兄
弟
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
に
も
取
る
こ
と
が
で
き
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る
の
で
あ
る
。
天
理
断
簡
の
内
容
か
ら
興
貴
と
修
仁
を
弁
別
し
う
る
他
の

史
料
が
残
っ
て
い
れ
ば
断
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
管
見
の
限

り
、
そ
の
よ
う
な
史
料
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
紙
背
の
状
況

や
行
数
な
ど
書
誌
的
な
考
証
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

天
理
断
簡
は
、
紙
背
に
『
相
対
抄
』
巻
六
の
巻
末
に
近
い
部
分
の
三
十

三
行
を
有
す
。
天
理
断
簡
の
『
相
対
抄
』
は
『
文
館
詞
林
』
側
と
は
逆
に

行
が
進
ん
で
い
く
た
め
、
尾
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
文
館
詞
林
』
の

側
か
ら
見
れ
ば
、
前
に
も
う
二
張
分
が
必
要
に
な
る
。
尾
崎
氏
は
、
柴
野

栗
山
模
抄
巻
五
〇
七
断
簡
や
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
の
巻
六
六
二
の
著
録
に

記
さ
れ
た
『
相
対
抄
』
巻
六
に
関
す
る
記
録
、『
群
書
一
覧
別
録
』
が
巻

一
五
八
・
四
五
五
・
六
六
二
・
五
〇
七
の
順
番
で
記
録
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、『
相
対
抄
』
巻
六
は
、『
文
館
詞
林
』
の
巻
一
五
八
首
（
一
張
）・

巻
四
五
五
首
（
二
張
）・
巻
六
六
二
尾
欠
（
約
二
十
張
）・
巻
五
〇
七
尾
（
二

張
）
の
順
で
軸
装
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る）
19
（

。
仮
に
こ
の
模
抄
断
簡

が
天
理
断
簡
の
直
前
に
接
続
す
る
な
ら
ば
、
原
本
の
紙
背
に
は
天
理
断
簡

紙
背
の
後
に
続
く
『
相
対
抄
』
巻
六
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
香
果
遺
珍
の
中
に
は
本
断
簡
の
紙
背
に
相
当

す
る
模
抄
類
は
見
出
せ
な
か
っ
た）
20
（

。
と
は
い
え
、
香
果
遺
珍
本
が
天
理
断

簡
部
分
を
除
く
各
巻
の
模
抄
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
、
原
本
が
分
散
す
る

過
程
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
天
理
断
簡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を

要
す
る
が
、
そ
の
再
考
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
本
断
簡
の
意
義
は
非
常

に
大
き
い
。

注（
1
） 

阿
部
氏
に
よ
る
と
、
巻
三
四
八
の
原
本
は
前
半
後
半
と
も
に
所
在

不
明
で
あ
る
が
、
大
覚
寺
の
「
文
館
詞
林
残
闕
目
録
」
に
よ
る
と

前
半
は
巻
四
一
四
な
ど
と
『
相
対
抄
』
巻
二
十
に
合
装
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
後
半
と
は
別
に
軸
装
さ
れ
た
と
し
、
張

数
か
ら
考
え
る
と
『
相
対
抄
』
巻
十
八
に
軸
装
さ
れ
て
い
た
巻
三

四
八
の
後
半
部
分
は
、
前
半
に
接
続
せ
ず
、
そ
の
間
を
欠
い
た
末

尾
の
部
分
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
寛
政
年
間
勝

福
寺
に
出
現
し
た
巻
六
九
五
・
巻
三
四
八
等
は
相
対
抄
巻
十
八
と

し
て
一
軸
に
装
さ
れ
て
い
た
が
、
首
の
巻
名
未
詳
零
巻
と
尾
の
巻

三
四
八
の
断
簡
と
は
、
そ
の
間
に
切
ら
れ
て
、
外
に
流
出
し
た
と

推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（
阿
部
隆
一
「
文
館
詞

林
考
」
古
典
研
究
会
編
『
影
弘
仁
本
文
館
詞
林
』
編
者
、
一
九
六

九
年
、
五
六
六
–
五
六
七
頁
）。
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（
2
） 
馬
融
に
つ
い
て
は
池
田
秀
三
氏
の
「
馬
融
私
論
」（『
東
方
學
報
』

第
五
十
二
輯
、
一
九
八
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
3
） 

馬
融
「
広
成
頌
」・「
上
林
頌
」
の
「
頌
」
は
諷
諫
の
韻
文
を
指
す
が
、

『
文
章
流
別
論
』
や
『
文
心
雕
龍
』
が
批
評
す
る
よ
う
に
、
実
態

は
詠
物
的
な
「
賦
」
に
近
く
、
池
田
氏
は
、
当
時
は
賦
と
頌
が
厳

密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る

（
池
田
前
掲
論
文
）。

（
4
） 

『
後
漢
書
』
桓
帝
紀
・
延
熹
元
年
「
冬
十
月
、
校
獵
廣
成
、
遂
幸

上
林
苑
」、
同
じ
く
延
熹
五
年
「
冬
十
月
丙
辰
、
校
獵
廣
成
、
遂

幸
函
谷
關
・
上
林
苑
」
な
ど
。

（
5
） 

蔣
暁
光
「
日
蔵
馬
融
《
上
林
頌
》
残
篇
校
勘
及
考
証
」『
文
献
』

二
〇
一
九
年
第
三
期
。

（
6
） 

池
田
氏
は
永
興
元
年
の
「
郡
國
三
十
二
蝗
。
河
水
溢
…
…
冀
州
尤

甚
」
が
『
典
論
』
の
「
北
州
遭
水
潦
蝗
蟲
」
と
い
う
記
述
と
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
永
興
元
年
に
成
立
し
た
と
す
る
。

（
7
） 

尾
崎
康
「
天
理
図
書
館
蔵
文
館
詞
林
断
簡
を
め
ぐ
っ
て
」『
ビ
ブ

リ
ア
』
第
四
十
四
号
、
一
九
七
〇
年
。

（
8
） 

林
家
驪
「
日
本
影
弘
仁
本
《
文
館
詞
林
》
及
其
文
献
価
値
」『
杭

州
大
学
学
報
』
第
十
八
巻
第
四
期
、
一
九
八
八
年
。

（
9
） 

羅
国
威
整
理
『
日
蔵
弘
仁
本
文
館
詞
林
校
証
』
北
京
：
中
華
書
局
、

二
〇
〇
一
年
、
四
八
六
頁
。

（
10
） 

姜
維
公
「《
文
館
詞
林
》
闕
題
残
篇
考
証
」『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』

二
〇
〇
四
年
第
一
期
。

（
11
） 

許
雲
和
「
日
蔵
弘
仁
本
《
文
館
詞
林
》
巻
次
不
明
之
闕
題
残
篇
考

辨
」『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
。

（
12
） 

蔣
暁
光
前
掲
論
文
。

（
13
） 

『
旧
唐
書
』李
軌
列
伝
に「
李
軌
字
處
則
、武
威
姑
臧
人
也
。有
機
辯
、

頗
窺
書
籍
、
家
富
於
財
、
賑
窮
濟
乏
、
人
亦
稱
之
。
大
業
末
、
爲

鷹
揚
府
司
馬
。
時
薛
舉
作
亂
於
金
城
、
軌
與
同
郡
曹
珍
・
關
謹
・

梁
碩
・
李
贇
・
安
修
仁
等
謀
曰
…
…
軌
令
修
仁
夜
率
諸
胡
入
內
苑

城
、
建
旗
大
呼
、
軌
於
郭
下
聚
眾
應
之
、
執
縛
隋
虎
賁
郞
將
謝
統

師
・
郡
丞
韋
士
政
。
軌
自
稱
河
西
大
涼
王
…
…
初
、
安
修
仁
之
兄

興
貴
先
在
長
安
、表
請
詣
涼
州
招
慰
軌
。
…
…
興
貴
知
軌
不
可
動
、

乃
與
修
仁
等
潛
謀
引
諸
胡
眾
起
兵
圖
軌
、
將
圍
其
城
、
軌
率
歩
騎

千
餘
出
城
拒
戰
。
…
…
軌
尋
伏
誅
、
自
起
至
滅
三
載
、
河
西
悉
平
。

詔
授
興
貴
右
武
候
大
將
軍
・
上
柱
國
、
封
涼
國
公
、
食
實
封
六
百

戶
、
賜
帛
萬
段
。
修
仁
左
武
候
大
將
軍
、
封
申
國
公
、
幷
給
田
宅
、

食
實
封
六
百
戶
」
と
あ
る
。
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（
14
） 

安
興
貴
の
子
・
安
元
寿
の
墓
誌
に
は
「
父
興
貴
、
皇
朝
右
驍
衞
將

軍
・
左
武
衞
將
軍
・
冠
軍
將
軍
・
上
柱
國
・
涼
公
、
別
食
綿
・
歸

二
州
、實
封
六
百
戶
、克
施
在
封
六
百
戶
、克
施
在
操
、匪
躬
成
節
。

以
功
詔
爵
、
爰
頒
錫
壤
之
榮
、
以
德
命
官
、
載
啓
銜
珠
之
秩
」
と

あ
る
。
河
西
の
安
氏
一
族
に
つ
い
て
は
呉
玉
貴
「
涼
州
粟
特
胡
人

安
氏
家
族
研
究
」（『
唐
研
究
』
第
三
巻
、
一
九
九
七
年
）、
福
島

恵
『
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ソ
グ
ド
人
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
15
） 

呉
玉
貴
前
掲
論
文
。

（
16
） 

阿
部
前
掲
論
文
（
五
七
一
–
五
七
三
頁
）。
な
お
、
羅
国
威
氏
も

天
理
断
簡
を
巻
四
五
五
に
収
め
、
隋
人
の
碑
銘
と
見
な
し
て
い
る

（
羅
国
威
前
掲
書
、
一
七
四
頁
）。

（
17
） 

こ
の
訂
正
は
ま
ず
、
尾
崎
康
「
文
館
詞
林
四
百
五
十
五
残
簡
に
つ

い
て
」（『
書
誌
学
』
復
刊
第
十
六
号
、
一
九
六
九
年
）
に
発
表
さ

れ
、
翌
年
の
前
掲
論
文
（
一
九
七
〇
年
）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
詳
し

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
一
九
七
〇
年
論
文
に
拠
っ

た
。
同
様
に
安
修
仁
碑
銘
と
す
る
説
は
山
下
将
司
「
隋
・
唐
初
の

河
西
ソ
グ
ド
人
軍
団
―
天
理
図
書
館
蔵
『
文
館
詞
林
』「
安
修
仁

墓
碑
銘
」
残
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
學
』
第
一
一
〇
号
、
二
〇

〇
五
年
）
が
あ
る
。
山
下
氏
も
祖
先
の
経
歴
を
安
興
貴
の
子
・
安

元
寿
の
墓
誌
と
対
照
さ
せ
、
そ
れ
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
安
修
仁

碑
銘
と
見
な
し
て
い
る
。

（
18
） 

「《
文
館
詞
林
》
巻
四
五
五
闕
題
残
篇
碑
銘
碑
主
考
」『
黄
岡
師
範

学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
。

（
19
） 

阿
部
氏
も
同
様
の
考
証
を
行
い
、「（
一
）
巻
一
五
八
の
首
目
（
一

張
）・
巻
四
五
五
の
首
目
（
半
張
乃
至
一
張
）・
天
理
断
簡
の
順
で

つ
な
が
れ
、
巻
四
五
五
の
本
文
第
一
首
の
大
部
分
と
天
理
断
簡
の

文
の
初
行
乃
至
次
行
が
欠
け
て
い
た
。（
二
）
巻
一
五
八
の
首
目

と
本
文
第
一
首
の
前
半
（
こ
の
部
分
は
今
全
く
逸
失
）
の
二
張
の

次
に
天
理
断
簡
が
つ
な
が
れ
、
そ
の
次
に
巻
四
五
五
の
巻
初
（
天

理
断
簡
に
銜
接
す
る
行
ま
で
）
が
続
い
た
」
と
い
う
二
つ
の
可
能

性
を
提
示
し
た
。
こ
の
う
ち
阿
部
氏
は
（
一
）
の
可
能
性
が
高
い

と
す
る
（
阿
部
前
掲
論
文
、
五
七
二
–
五
七
三
頁
）。

（
20
） 

香
果
遺
珍
の
中
に
は
弘
仁
抄
本
『
相
対
抄
』
巻
六
末
尾
の
忠
実
な

模
抄
を
存
す
る
が
、
こ
れ
に
は
た
だ
淡
墨
で
「
文
館
詞
林　

裏
」

と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
い
ず
れ
の
紙
背
で
あ
っ
た
の
か
は
っ
き
り

し
な
い
。
尾
崎
氏
の
推
定
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
巻
一
五
八
首
の
紙

背
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
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《
影
印
》凡

　
例

一
、
以
下
は
慶
應
義
塾
図
書
館
の
所
蔵
す
る
橋
本
経
亮
旧
蔵
香
果
遺
珍
に
含
ま
れ
る
『
文
館
詞
林
』
弘
仁
鈔
本
の
摸
写
本
群
（
解
題
で
は

香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
と
総
称
）
の
影
印
で
あ
る
。

一
、
巻
次
を
基
準
と
し
て
若
い
順
に
配
列
し
た
。
同
一
の
巻
の
摸
写
本
は
一
括
し
て
掲
げ
、
慶
應
義
塾
図
書
館
で
の
請
求
記
号
の
若
い
順

に
配
列
し
た
。

一
、
各
巻
冒
頭
に
巻
数
・
部
類
名
を
掲
げ
た
。
資
料
自
体
に
巻
次
等
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
〔
　
〕
で
括
っ
て
示
し
た
。

一
、
各
資
料
の
影
印
末
尾
に
慶
應
義
塾
図
書
館
で
の
請
求
記
号
を
（
　
）
で
括
っ
て
示
し
た
。

一
、
巻
紙
形
態
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
か
ら
順
次
本
文
を
示
し
た
が
、
前
後
の
本
文
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
一

〜
二
行
程
度
本
文
が
重
な
る
よ
う
に
調
整
し
た
。
た
だ
し
巻
六
六
二
所
収
の
北
齊
の
魏
收
に
よ
る
「
後
魏
節
閔
帝
伐
尔
朱
文
暢
等
詔

一
首
」
の
第
五
一
行
目
「
速
往
行
決
母
及
妻
子
一
依
恒
憲
」
と
第
五
二
行
目
「
其
房
子
遠
鄭
仲
禮
李
代
林
等
頑
」
と
は
使
用
画
像
の

都
合
上
、
重
複
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
原
本
で
は
両
行
は
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

一
、
紙
背
に
文
字
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
部
分
も
併
せ
て
掲
載
し
た
。

一
、
附
帯
す
る
袋
や
包
紙
、
ま
た
香
果
遺
珍
中
に
含
ま
れ
る
弘
仁
鈔
本
紙
背
の
『
法
華
三
宗
相
対
鈔
（
三
宗
要
録
）』
巻
六
断
簡
の
摸
写

に
つ
い
て
は
、《
参
考
図
版
》
と
し
て
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
げ
た
。
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〈参考図版〉
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